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第６回下呂市新庁舎整備検討委員会会議録 

 

１．日    時  平成26年５月21日（水） 午後１時30分 

２．場    所  下呂ふれあいセンター３階会議室 

３．内 容  別紙次第のとおり 

４．出 席 者   ≪下呂市新庁舎整備検討委員会委員≫ 

 委員長；林勝米 副委員長；田口盾男 

 委 員；長瀬裕文、山口隆士、小池永司、大前一廣、中川正之、伊東祐、 

 桂川益美、熊崎敬子、皆越真佐代、今井圭一、今井浩平、日下部隆、 

 長尾信行、中島ゆき子 

 総合アドバイザー；曾田忠宏 

 ≪下呂市新庁舎整備検討委員会事務局（総務部総務課）≫ 

 総務部長；星屋昌弘 総務課長；小畑一郎 総務課主任主査；杉山勝彦 

 総務課主任；土屋祥人 

６．会議録作成者   総務課主任；土屋祥人 

７．議事について 

 

○委員長 

   皆さん、こんにちは。 

第６回の検討委員会ということで、昼間の大変貴重なお忙しい時間帯、委員の皆さんに

は全員お集まりをいただき本当にありがとうございます。御苦労さまです。 

きょう、レジュメを皆さんのお手元に配付してあるわけですが、このような次第に沿っ

てきょうの委員会を進めるということになると思いますが、この新庁舎に関しての説明会、

そしてあわせてワークショップ３カ所、下呂から萩原でのワークショップが終わりまして、

あと小坂と馬瀬地域を残すのみということになっておりますが、ワークショップの中でも

それぞれの市民の皆様からいろんな御意見が出されたということで、後ほど事務局のほう

から、その辺も踏まえて、ある程度その内容について詳細な説明があろうかと思います。 

いつもそうなんですが、大変貴重な時間の中での第６回目の委員会ということになりま

すので、スムーズに会議が進むように御協力をいただきながら、より一歩でも前へ新庁舎

の問題が前進するような会議にしていただくことをお願いしまして、簡単ですが挨拶にし

たいと思います。どうかきょう一日よろしくお願いします。御苦労さまです。 

それでは、レジュメに沿って事務局のほうから資料説明ということで、お手元に資料が

配付されていると思いますので、資料確認をよろしくお願いしたいと思います。 

それでは事務局、お願いします。 

○事務局 

   それでは、よろしくお願いいたします。 

次第の２ということで、資料説明、確認でございます。 

本日の当日の資料ということで、まずお手元に次第があろうかと思います。次第の次に

議事ということで、本日の議事があります。資料５というものと、あと資料６というもの

が本日の資料となりますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、次第の裏をめくっていただきまして、事前に配付させていただいた資料の確

認でございますが、資料１なんですが、事前に配らせていただいた庁舎の一本化に関する

市民ワークショップというものの、これはその資料を配った当時のものでございます。こ

れが資料１になります。 

資料２としまして、もう既にこれも配付をされておりますが、新庁舎整備検討委員会の
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委員会だよりというものを事前に配らせていただいております。 

資料３－１が、職員アンケートというものを昨年度行っております。それについての報

告の資料というものでございます。 

資料３－２は、実際の職員に配付しましたアンケートの調査票というものになります。 

資料３－３は、細かい数字でございますが、それぞれの職員の勤務する庁舎に関して意

見を述べるというものでございましたので、まとめた表でございます。 

最後の資料４番ですが、これは前回の第５回の新庁舎整備検討委員会の会議録でござい

ます。この会議録については、この後の議事の中で確認をさせていただきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

○委員長 

   資料の確認はよろしいでしょうか。 

〔挙手する者なし〕 

   それでは、資料の確認をしていただいたということで、何かこの資料確認について御質

問等はありませんか。よろしいですか。 

〔挙手する者なし〕 

   じゃあ確認をいただいたということで、議事に入らせていただきたいと思います。 

それでは、１の第５回委員会の議事録の確認ということで、事務局のほうから説明をよ

ろしくお願いします。 

○事務局 

   それでは、資料４ということになります。 

前回の議事録は、合計 33 ページとなっております。御確認いただけたかと思いますが、

この第５回の検討委員会の会議録について、修正や文字誤りというものは今のところはな

いというものでございます。 

この内容でよろしければ、お諮りいただいて決定していただきたいなと思います。 

その後は、いつものとおりホームページに公開という形になりますので、よろしくお願

いいたします。 

○委員長 

   それでは、今ほど事務局のほうから説明がありましたとおり、この議事録の中で、もし

特別修正の文言等々ないようでしたら一応公表させていただくということなんですが、各

委員の皆さん、よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

   それでは、異議なしということですので、事務局のほう、この内容で後の手続をよろし

くお願いしたいと思います。よろしいですか。 

○事務局 

   はい。ありがとうございます。 

○委員長 

   それでは、２の項へ入らせていただきたいと思います。 

先般、先ほど言いましたように５カ所のワークショップが開催される予定でしたが、２

カ所がまだ終わっておりません。馬瀬、小坂についてはまだ終わっておらんのですが、そ

れぞれのワークショップの中で市民からの意見等々が出され、そういう中で、事務局のほ

う、各ワークショップ会場に出向かれてそれぞれの意見を傍聴されたということなんです

が、その内容等々について、事務局の方から説明をお願いしたいと思います。よろしくお

願いします。 

○事務局 

   それでは、資料の５をごらんいただきたいと思います。 

庁舎の一本化に関する市民ワークショップの中間報告についてという資料でございます。 
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最初のページについては今までの資料と同じですが、違うところは参加者数を入れてお

ります。中間報告ということで、５会場のうちの３会場まで、下呂地域、金山地域、萩原

地域と、今のところ終わっているという状況です。 

あしたの木曜日には小坂のきこりセンター、来週の水曜日には馬瀬の中央公民館で同じ

く開催するというところでございます。 

参加者数はこのとおりでございまして、28 人、33 人、23 人という状況でございました。

グループ討議でございますので、各会場とも４グループつくりまして議論をいただいてお

ります。 

議論いただいた内容を最終的に、市の職員の総務課が主でしたけれども、まとめさせて、

報告を最後にしているというような流れでございます。 

まず資料の説明ですが、ページをめくっていただきますと、市民説明会と同じく会場内

でのアンケートをとらせていただいております。こちらについては、まだ中間ではありま

すけれども、このような数字でございました。 

問い１からは住まいを尋ねております。問い２は年齢ということで、問い３は性別とい

う状況でございます。住まいについては、小坂、馬瀬はまだやっておりませんのでゼロ％

という状況でございます。 

アンケートの回答をいただいた数と参加者数の違いについては、アンケートを書かずに

帰られた方も見えましたので違いが生じております。 

ページをめくっていただきまして、問い４ですが、今回のワークショップをどのように

お知りになったというところを今回も聞いております。見ていただきますと、自治会配布

のチラシというものが全体の中では半分以上を占めていたというような状況でございまし

た。その他、新聞折り込みチラシですとか、同報無線、メールというようなものでそのこ

とを知られまして、来場していただいたという状況でございます。 

あと、問い５番は今回新しく追加したもので、我々もワークショップをやるに当たって、

実際参加されてどのような感じだったかということをつかみたいということもございまし

たので、ワークショップというものに参加して、御自分の意見が感想としてよく出せたか、

余り出せなかったかというところをアンケートでとっております。 

ごらんいただいたとおりですが、半分以上の方が「よく意見を出せた」とか「意見を出

せた」いうような感想を持っていただけたのはよかったのかなあと思います。一方、20％

の方は「余り出せなかった」というような状況もございました。 

ページをめくっていただきますと、最初のページがワークショップについて、自由記入

ということで意見をいただいております。今回、今までに４人の方から自由記入というと

ころで書いていただいておりました。内容については、このようなことでございます。一

部ちょっと厳しい意見もいただいているというのが現状でございます。 

その次のページを見ていただきますと、文字の量が大変多くなりまして、最終的に今回

のワークショップ等を問わず、自由に意見をというところで書いていただいたものでござ

います。それぞれ内容についてですとかいろいろ書いておりますので、まだ中間報告では

ございますが、このような意見があったという状況でございます。これは２ページ分ござ

います。全部で 46人の方から、会場で意見をいただいたというところでございます。 

あと、職員のまとめの部分については、今資料を作成中であります。１地域４グループ

ありますので、全体では 12 の意見が全部で出ております。それについては、また議事録

を起こしまして、まとめ資料をつくっているところでございます。また、でき次第、事前

に案内等をさせていただきたいなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

今、ワークショップの途中経過ですけれども、報告をさせてもらいました。 

御存じのようにあと２つ残っておりますので、これが全部済んだところでしっかり集計

をさせてもらわないかんと思っておりますし、やはりいろんな御意見が出て、特に振興事
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務所の今後のあり方ということと、それからまた話が戻るようですけれども、庁舎一本化

の本当の必要性についてということに対する御意見も多々ありました。 

今回のワークショップは、少しでもたくさんの人の意見を伺うというのが一番の目的で

したので、その場での事務局とのやりとり、要は市はこういうふうに考えていますという

ことでのやりとりは特にはさせていただきませんでしたので、市が考えておる、皆さん、

そういった御意見に対する考え方というものは一度しっかりと市民の人にお返ししないと

いかんのかなということは、このワークショップを通じて感じたところです。 

その辺の説明責任はやはり必要なのかなということを思っております。これはまた何ら

かの形でしっかり市民のほうへおろして、御理解をいただきながら進んでいくということ

は考えております。 

ひとまず報告は以上でございます。 

○委員長 

   今ほど、事務局のほうからワークショップ３カ所の開催された内容について説明をされ

たわけですが、それぞれ市民の方から賛成意見、反対意見等々たくさんの意見が出された

ワークショップであったわけですが、残念ながら人数が、この数字が多いのか少ないのか、

ここで答えを出すことはできないわけですが、より多くの方に興味を持っていただいて、

できればわからない点に対して質問をしていただくとよかったかなあとは思うんですが、

それでもこういう形で事務局のほうでまとめられた内容が資料に記載してあります。 

この内容について、皆さんの考え方、捉え方、見方等、どんな御意見でも結構ですが御

意見をいただきたいというふうに思いますので、それぞれの委員の皆さん、考えてみえる

意見を出していただければ幸いだと思いますので、よろしくお願いします。 

○委員 

   ２ページ、１枚めくっていただいた円グラフの問い２のあなたの年齢と、問い３の性別

ということなんですが、こちらの細かい書いてあったところにもありましたし、せんだっ

てワークショップのあり方、方法等について、委員の皆さんで議論した中にもあったんで

すが、だめということではないんですけど、60 代以上が約５分の４ぐらいですかね。あ

と若い方が全く少ないということ、それから女性の方もやっぱり少ないということ。それ

でアンケートの中には、何か昼もやったらどうかとか、そういったことも書いてあったん

ですが、昼やったから集まるかどうかというのも、正直なところどうかと思うんですが、

この辺何とかしっかりクリアしていかないと、後でまた話を進めたときに、若い者の意見

がちょっとも入っておらんじゃないかとか、説明会がまた概要とか決まったときにあるか

と思うんですが、その辺、再度やるべきか、やる必要ないとかいろいろ意見があると思う

んですが、もしよかったらまた皆さんで協議していただいたらと思って、これは提案です。 

○委員長 

   関連で質問はありませんか。 

○委員 

   同じようなことで、やはり参加者の年齢が高いこととか男性の方が多い。参加率が少な

いというのはやっぱり住民の方に周知されてないのか、関心がないのか、その辺が疑問で

したので、やはり皆さんの幅広い年齢層の御意見を聞きたいなあと思います。 

○委員長 

   ほかはございませんか。 

○委員 

   私もすごくそれは思うんですが、ただその日にちを決めて集まることは、若い方たちに

はすごく無理があるんですね。 

やっぱりこういう話になると、自分たちはまだ行かなくてもいいわというくらいの感じ

にしか思っていない方も見えて、私がよく話を聞くのは、自分がいろんなサークルに入っ
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ている。メンバーもそれぞれ違うところであったりするので、その場においてどう思うと

いう話を持ちかけて聞いてきて、そういう意見もここで出そうと思って聞いているんです

けど、案外、何かのそういう若者が集まるような会にちょっと話をさせていただく機会を

いろいろリサーチして、どういう対象でもいいんですけど、そういうことからきっかけで

話を進めていって、いろんな人に聞いていただくという努力はしていったほうが、関心を

持つ人も、いや応なしに持てるんじゃないかなというふうに感じます。以上です。 

○委員長 

   ほかはございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

   これはなかなか難しいことだと思うんですが、今ほど若い人、年齢の問題等々質問が出

されたんですが、事務局のほうでは、この後は再度ワークショップ等を開催される予定と

か、例えば開催するなら今の問題等を取り入れて、少し変わった形でのワークショップ的

なものを開催するとか、事務局のほうでもし何か今の意見を聞いての考えがございました

ら、事務局のほうお願いします。 

○事務局 

   若い人をというお話は、前回の市民説明会の場でもいただいております。そして、今言

われたように、確かに若い人のところへ行って話をすると、これは本当に合理的な方法か

と思いますけれども、私どもはこの広い下呂市内を回るに当たりまして、５会場でやると

いうこともかなり時間とパワーもかかるということで、今回、ワークショップという、と

にかく集まっていただいた人から少しでもたくさんの意見をいただきたいということで、

ちょっと趣向を変えてやらせていただきました。 

市民の意見を聞くのには多分限界はないと思うんですけれども、ある程度のところで切

らせていただかないと次のステップにつながっていかないということがございますので、

こういう形、検討委員会で一つの答えをもらうまでの市民とのやりとりにつきましては、

このワークショップでまずは１つ区切りをつけたいなというのがあります。 

先ほど言いましたのは、広報的な要はお知らせ、チラシ的なもので市の考えというもの

を市民の人に返すような形で、それに対して意見があれば当然受けます。そういった中で

のやりとりで、一つの道を導いていけたらなというふうには思っております。 

当然、ある程度の場所が決まって、いよいよ今度具体的な話になれば、これはまたもっ

とワークショップとか説明会をやってお話は聞いていきたいなというふうに思いますけれ

ども、こういうのでの市民説明会というのは一つここで区切りをつけたいなというのは思

っております。 

○委員 

   よろしいですか。 

   僕はこういうことが、ただ仕事をつくるためにやっておるようにしか思えないんですよ。

前にも申し上げたけど、こんなことは議会と執行部がやればいいことやのに、何でこの会

議にこれだけの人が時間を潰してきて、アンケートをとったりワークショップをやったり

して、で結局出たことに対してみんながまた意見を出して、また事務局のほうでやって、

役場の職員の給料がこの分にかかってくるだけのことで、何の意味があるんやろうなと思

って、非常に僕は疑問に思っています。 

   本当に議会が機能しておったら、こんなことは僕らがやらんでも。なぜかというと、

我々は市民から何にも信任を得てないんですよ。みんな個人で勝手なことを言っておるだ

けなんです。その最たるものは、ここに出てきておる自由意見なんですね。じゃあこれは

どうやって生かすんですか。こんなもの生かしようがないですよ。100 人おれば 100 の意

見が出てきて、誰がこれをまとめるんですか。誰がよしとするんですか。おまえもああい

うことを言ったな、おまえもああいうことを言ったな、俺もこういうことを言ったな、そ
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れ誰がまとめるんですか。最終的には執行部がまとめることだと思うんですね。 

執行部にまとめる意思があれば、まとめて早い時期に議会にぶつければいいんですよ。

議会が市民の信任を得ておって、執行部の言うことはおかしいと、民意を得ておらんとい

うんであれば議会が反対して、そこで執行部ともめばいい。それが僕は本来のあるべき姿

じゃないかなあということを思います。 

だから、これ以上このことに時間をかけてほしくないなあと。確かに、若い人の意見が

出ないと。若い人の意見を出すためには、我々がここで知恵絞って、また時間かけて、ま

た会合を設けて若い人の意見を聞くなんていうことは愚の骨頂のような気がします。おま

えはあのとき来なかったじゃないかで済む話じゃないかと。こういうことをやったんだよ

と、実際に。そういう説得力があるかないかだと思うんですよね。これは十分説得力はあ

ると思います。なぜなら、これだけの人が、少ないといえども参加してちゃんと聞いてお

られるんですよね。だから、それでいいような気がする。 

これ以上このことに時間かけて、この会議をさらにやるなんていうことは、これは選ば

れた一人としてはちょっと歯がゆいといいますか、金と時間ばかりかかってもったいない

ような気がしますけど、非常に短絡的な意見かもわからんけど、そんなふうに思います。 

○委員長 

   今の意見に関しての関連は。 

○委員 

   せっかく先生がアドバイザーで見えるんで、先生の意見を僕はぜひともお聞きしたいな

と思いますけど。 

○総合アドバイザー 

   やっぱり手続として、いろんな意見が出るというのは当然で、だからそれをネグってい

いというわけにはいかないと思うんですね。 

だから、一応これをやって、これでおしまいにするというぐらいでいいんじゃないかと。 

○委員 

   そうですよね。もうこれ以上は意味ないような気がするんですけど。 

○総合アドバイザー 

   さっきの事務局の話も、何かそういう感じで伺いましたけど。 

○事務局 

   ここで一つの区切りをつけたいというふうに。 

○委員長 

   今ほど、委員の意見、あわせて曾田先生の参考意見ということで、これだけ周知してあ

るのにこのワークショップ、説明会等に参加されてない方は、それはやむを得んと。した

がって、参加された方たちの意見を尊重して進めるべきではないかということと、あわせ

て議会でも特別委員会が設けられて恐らく進めてみえるとは思うんですが、進捗状況は私

ではわかりませんけれども、せっかく議会というものもあるんですし、この検討委員会が

全てをしょって、何もかもこの委員会が全てですよということでなしに、やっぱり議会等

の特別委員会もある程度機能を十分に発揮していただくような取り組みをしていただくと

いうことになろうかと思いますが、事務局のほうで今ほど先生と委員の意見に対しては、

もし何か考えがあれば。 

○事務局 

   特にございません。 

   議会のほうですけれども、５月の臨時議会において庁舎一本化特別委員会が正式に結成

されましたので、並行して進めていくということで。 

○委員 

   それは議会のほうも並行して進めていくんじゃなくて、議会のほうが先行していっても
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らわんといかんと思うんですけど、何か我々の意見を聞きながらみたいな雰囲気なんです

か。 

○事務局 

   ある面ではやはり情報交換は必要ですので、こちらがどういう動きをしておるかという

ところの話は当然議会のほうへは報告をさせていただきますが、議会は議会でまた適宜動

かれるということでございます。 

○委員長 

   今ほどの意見のまとめ方でよろしいですか。 

このワークショップ的なものは、今ほど出た意見も踏まえると、何回やってもやっぱり

来ん人は来られないと。逆に言えば、興味がないという表現をすると失礼かもしれません

が、やっぱりいろんな意見を述べたい人は参加されるわけですので、この後、意見は意見

としてそれなりに取りまとめていただいておる意見を尊重して、この問題に関しては一歩

前へ進めていくというような扱い方をさせていただくということでよろしいですか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

   じゃあ各委員の皆さんないということですので、事務局のほう、そういうふうでこの後

ひとつ半歩でも少し前へ進めるような形で扱っていただきたいと思います。よろしくお願

いします。 

それでは、議事の３番ということになるんですが、具体的な庁舎の位置ということはこ

のレジュメの中には書いてありますが、要するにこれは説明だけにとどめるということで

よろしいですか、事務局。どういう考えで。 

○事務局 

   前回の会議でお話しさせていただきましたように、やはりなかなか前へ進まないという

こともございます。それから、この会の目的が位置についてまで協議をするというのが最

終目標としてございましたので、きょう出させてもらう資料はあくまでもこれは事務局の

提案したたたき台ということですので、これが全てではないということで、こういう現状

であるということをまず知っていただくのと、事務局はこういうふうに見ておるというと

ころで、これを見ていただいた上で皆さんの率直な意見をいただき、こういった資料がま

だ足りないんじゃないか、こういうことも考えられるんじゃないかというようなことを聞

いた上で、うちのほうでまた再提案をさせていただくということを考えております。 

○委員長 

   今ほど事務局がが、あくまでも事務局の参考資料という言い方をされたということで、

これから事務局のほうで説明される内容については、あくまでも各委員の皆さんは参考資

料ということで聞いていただいて、それに対して御意見等を伺うということにしたいと思

いますので、事務局、じゃあ説明のほうよろしくお願いします。 

○事務局 

   それでは、資料６をごらんください。 

資料は、クリップでその関連資料は全部とめてございますので、そちらをごらんいただ

きたいなと思います。 

それでは、これから資料６のほうを説明させていただきたいと思います。 

資料としては、まず見ていただきたいのは最初の庁舎の位置の検討についてという資料、

次を見ていただきますと平面図ということでカラー刷りの資料、配置図ということで、こ

れもカラー刷りなんですけれども、具体的な場所等ですね。その後は一覧表ですとか経費

のことについての資料になります。 

少しお時間をいただきまして、まずこの案について説明をさせていただきたいと思いま

す。少しこちらからの話になりますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、最初の資料を見てください。 
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庁舎の位置の検討についてというものでございます。 

前回の第５回の会議で、具体的にということもございましたので、下呂市新庁舎整備検

討報告書 19 ページから 20 ページの市有地リストが資料で事前に、最初の会議に配付し

たものでございます。その市有地の中から、下記の４つの点を使いまして庁舎の位置の候

補地を絞らせていただいたというものでございます。 

ポイントの１つですが、経済性という点からでございます。 

１つは市有地、取得予定地というものを含んで最優先に考えるというものでございます。

括弧としては、借地等がある場合は、利用年数等も考慮して使用料を仮に定めて判断する

というものでございます。 

２つ目は、純粋な庁舎のみで検討するというものでございます。現時点におきましては、

この案もそうですけれども、複合施設ということはまず含めずに考えております。あくま

で庁舎という機能についてでございます。 

３番、耐震性が見込める施設というものは極力利用して、新しく建てる庁舎の規模の縮

小に努めるというものでございます。以上が経済性についてでございます。 

防災対策というのが２番でございます。 

現時点で、耐震性の見込めない施設部分については利用しないというものでございます。 

庁舎というところで、庁舎振興事務所というところで見ますと、利用できるというとこ

ろは星雲会館の新館ですので、天慶の間という大きいホールがあるところでございますが、

星雲会館の新館と金山の振興事務所のみが現時点で耐震性を有していますので利用を考え

るというところでございます。 

３番でございますが、利便性というところでは、１つは国道 41 号線を中心に南北に下

呂市では伸びております。北は小坂から南は金山までがございます。どの地域からも同距

離程度となる下呂地域及び萩原地域の中から選定するというものでございます。 

２番ですが、庁舎に隣接して来庁者用の駐車場というものを優先的に配置するというも

のでございます。公用車用の駐車場、職員が仕事で使う駐車場というものは隣接していな

くても、多少離れてもよいという設定でございます。括弧ですが、現時点において職員駐

車場、職員が勤務のために利用する自家用車を駐車する場所については、公用車よりも離

れても歩いて庁舎に来れるというところもございますので、職員の駐車場というものはこ

こでも考慮しておりませんということです。 

４番ですが、市民の声というところで、市民アンケートや市民説明会、今行っています

ワークショップ、またこの庁舎整備検討委員会の中でも多かった意見ということで、下呂

総合庁舎周辺、これは萩原の羽根を検討しているというところでございます。 

という４つの観点から絞り込みをさせていただきまして、検討中のものでございますが、

きょうお示ししますのは下記の１番から３番までの星雲会館周辺、２番が下呂庁舎周辺、

３番が、これは古いほうという表現になりますけれども、下呂温泉病院跡地というものを

資料としてつけさせていただいております。 

こちらの数字につきましては、先ほどの検討報告書の中の数字と全く同じものでござい

ます。このような形で、報告書では 20 カ所ぐらい市有地があったかと思いますが、その

中からのきょうはまず３カ所絞り込みをさせていただいたというものでございます。 

次の資料を見ていただきますと、こちらはこのように横のレイアウトの資料になります。 

実際の図面でございますが、市有地というところで、黄色でかけてある部分が市有地と

いうものでございます。 

まず１番から、星雲会館周辺から見ますと、大きく分けて今ある星雲会館の施設周辺と

萩原庁舎の周辺がございます。ＡとＢというのは、この後の資料にも関連してくる記号に

なっております。現在、市有地ということで特にその利用が庁舎というような利用にされ

ておったり、駐車場とか更地のようなものになったものをここでは上げておりますが、星
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雲会館周辺で見ますと合計の敷地面積というものは１万 1,682 ㎡、図面上はあるというも

のでございます。その中から、今度は青の透明でかけてあるところが庁舎と駐車場を整備、

確保する場合に想定できる見込める面積はどれぐらいかというものをあらわしたものでご

ざいます。 

これを見ていただいたとおり、この星雲会館周辺については土地がつながってないとい

うものでございます。星雲会館周辺のところと、萩原庁舎の周辺のところを図面上で面積

を求めると、利用できるのではないかという面積は 7,021 ㎡あるという資料でございます。 

Ａが星雲会館で、Ｂが現在の萩原振興事務所の敷地ということです。 

面積をわかりやすくはかるため、正方形ですとか長方形、三角形を使って、あくまで図

面上で計算したということでございます。これが星雲会館周辺という候補地でございます。 

ページをめくっていただきまして、今度は下呂庁舎周辺でございます。 

こちらを見ていただきますと、黄色は市有地のところで、先ほどの説明のとおりです。 

ここは下呂庁舎の周辺と、このＢというのが職員駐車場で使っておる八幡神社の駐車場、

これも市有地でございます。その上の旧あさぎり荘の土地ですね。あと（４）番、敷地面

積 1,430 ㎡というのは、これが旧ホテル下呂館のホテルがあるところでございます。この

資料でいきますと左上ですが、（５）番の敷地面積、これは下呂館の駐車場があったとこ

ろでございます。市有地というところで、この周辺ではカウントさせていただいておりま

す。この市有地の合計としましては、１万 2,779㎡あるという資料でございます。 

そのうち、まずもって庁舎とその駐車場というものを確保するために考えた面積という

ものがこのＡ、Ｂ、Ｃあるものでございます。この面積を合計しますと、想定敷地面積と

しては 5,725㎡あるというものでございます。 

下呂庁舎周辺についても、これも先ほどと同じく少し飛び地になっているというもので

ございます。 

ページをめくっていただきまして、続きまして下呂温泉病院跡地でございます。 

こちらは取得予定地ということでございますが、黄色としてございます。この３カ所で

敷地面積の合計は 8,577 ㎡ございます。そのうち、まずこの案ではその２カ所を使ってお

ります。Ａというのが病院の本館の部分でございます。Ｂというのがリハビリ棟でござい

ます。それぞれ想定できる面積として、6,776㎡あるということで試算をしております。 

今までのがまず３つの候補地の平面図というところで示させていただいております。 

それでは、次の続きの資料ですが、今度は縦書きのカラー刷りですが、配置図というも

のでございます。 

先ほどの平面図と一緒に見ていただくとわかりいいかと思いますが、先ほどの想定され

る面積から庁舎というものを配置したときに、このような方法が考えられるというような

資料でございますので、もう決まったというものではなくアイデアの一つと思っていただ

ければと思います。 

まず１番目ですが、星雲会館周辺を利用して庁舎というものを配置したという案でござ

います。 

こちらのＡ星雲会館というものは、先ほどの平面図のＡの部分でございます。こちらに

ついては、星雲会館の新館部分を利用といいますか、残しているものでございます。旧館

部分の現在でいいますと教育委員会がある部分、２階は図書館ですとか、いろいろ会議室

がある部分を取り壊しまして、そこに新しく庁舎を建てたらという案でございます。 

   新館と言ったこの緑の部分は、今の天慶の間、その下が、福祉の事務所があるあの部分

が新館で、あそこは耐震性があると。それ以外は耐震性がないということです。教育委員

会部分は耐震性がないですので、あちらのほうは取り壊して、そこに６階建ての庁舎を建

てるという一つの案になっております。この案は今の新館部分を残すというところでござ

いますが、取り壊す旧館には、図書館ですとかいろいろ市民の方が利用される部分もござ
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いますので、案としてですけれども、新館部分に図書館等の機能をまず移したという仮定

でつくらせていただいておりますので、既存施設を利用しますが、星雲会館を庁舎機能が

あるというものでは、この案ではないというものでございます。したがって、この場合は

全て新築で庁舎についてはやったという仮定でごらんいただければと思います。 

星雲会館のこのＡという敷地の部分では、来庁者の駐車場というものは 70 台確保でき

るのではないかと。公用車では 18 台、ここの右の表を読んでおりますが、18 台確保でき

るのではないかというところでございます。 

駐車場については、資料では 150台ほどは必要だというところでありましたので、不足

しております。そこの部分をこのＢの下のところでは萩原庁舎の部分ですね。萩原庁舎と

北舎というものがございます。そちらについては耐震性が見込めないものでございますの

で、解体、更地にして駐車場として利用したらというものでございます。 

このように更地にして利用すると、星雲会館周辺と萩原庁舎周辺で駐車場等は 137台、

来庁者用が確保できる。公用車駐車場については 58 台利用できるということが最低限と

れるという試算をしたというものでございます。不足部分は、まだほかに黄色い部分もご

ざいますが、まず検討の段階では、こういうふうにやれば庁舎というものが集約できるの

ではないかという考えで作成したものでございます。 

それでは、ページをめくっていただきまして、下呂庁舎周辺の説明でございます。 

こちら下呂庁舎周辺のまずＡというところを見ていただきますと、現在の下呂庁舎の駐

車場ですとか、紗々羅の下の駐車場等も一体的に考えて面積を確保したという案でござい

ます。この案の１つですが、今現在会議をやっているふれあいセンターというものも利用

をするという計画です。このふれあいセンターも庁舎の一部ということで利用して、足り

ない部分を新築の庁舎で補っているというものでございます。 

こちらについては、下呂庁舎周辺では来庁者用の駐車場は 72 台確保、公用車用の駐車

場としては１台確保したというところでございます。飛び地になってしまいますが、八幡

神社横の職員駐車場ですとか、旧のあさぎり荘の用地というものも市有地として持ってお

りますので、そちらを不足部分の駐車場を補うというものでございます。少し離れており

ますので、そういうところがネックになってくるのかなあという案でございます。下呂庁

舎周辺については、ふれあいセンターを使っているところがほかと大きく違うというとこ

ろになります。 

それじゃあページをめくっていただきまして、下呂温泉病院跡地の場合です。配置図で

ございます。 

Ａというところが本館の部分、Ｂというのがリハビリ棟になります。このＡと本館があ

る部分について、ここに庁舎を置き、Ｂのリハビリ棟は駐車場としたらというものでござ

います。ＡとＢを比べますと、Ａの本館部分のほうが面積が多いわけでございますので、

そちらに庁舎というものを建てるというものでございます。 

こちらについては全くの新築ということでございますので、地上４階建ての 6,000 ㎡と

いうものでございます。既存施設の利用というものは、これではないということになって

おります。Ａという本館部分については、来庁者用の駐車場は 66 台確保できていると。

公用車の駐車場は 39 台確保できるというものでございます。リハビリ棟についてですが、

こちらも来庁者と公用車のそれぞれ使っております。リハビリ棟では、70 台の来庁者用

の駐車場、公用車は 26 台の駐車場台数というところでございまして、下呂温泉病院跡地

というところでは来庁者用の駐車場は 136 台確保、公用車の駐車場というものは 65 台は

少なくとも確保できるのではないかという資料でございます。 

○委員 

   ここだけ色が違うね、黄色と青の、反対になっておる。一番下の合計欄、来庁者用は黄

色で、おかしいなあと思って。 



11 

○事務局 

   そうですね、申しわけございません。今のは、下のこのところだけ色が逆になっており

ます、青と黄色が。来庁者は青で統一しておったんですけど、ここだけ公用車と色が反転

しておりました。申しわけございません。また資料は直しておきます。 

それでは、今度は今の資料を一覧にまとめたものでございます。 

今度は横書きの資料でございまして、候補地一覧表というものでございます。 

候補地１、２、３とございまして、それぞれ星雲会館周辺、下呂庁舎周辺、下呂温泉病

院跡地というものでございます。事務所の位置というものは、今あるその土地の地番の番

地を指していると思っていただければと思います。 

上から行きまして、敷地面積の合計につきましては、先ほどの平面図の合計を指してお

ります。 

２番の新庁舎延べ床面積というものは、新たに建てる庁舎の延べ床面積と構造ですね。

地上何階建てというものを一覧にまとめたというものでございます。 

その下を見ていただきますと、既存施設の利用がどうかというところですが、星雲会館

については既存施設は利用するが庁舎としての利用はないというようなところがそれぞれ

書いてございます。今までのをまとめたというものでございます。 

そこから下が、勤務職員数については初めてのところでございます。既存施設と新しく

できた庁舎のそれぞれ勤務する職員というものは 250人ということを想定しておりますの

で、新築で全て補う場合は星雲会館周辺と下呂温泉病院跡地については 250 人としており

ます。下呂庁舎については、こちらのふれあいセンターを利用しておりますので、250 人

のうちの 15人はこちらに配置しているという案でございます。 

その後、下は費用のことになります。費用は、この別の資料で細かく算定がしてありま

すのでここでは触れませんが、合計だけ見ていただくと、庁舎の整備に係る以外に、例え

ば土地を造成したりですとか、引っ越し費用、場合によっては仮庁舎が出てくるというこ

ともありますので、考えられる費用を合計したというものでございます。それが費用合計

というところでございます。星雲会館周辺では約 29 億 8,357 万円でございます。下呂庁

舎周辺では 26 億 3,521 万という試算でございます。下呂温泉病院跡地では 28 億 2,375

万というような算定でございます。内訳はこの後の資料で御説明いたします。 

その続きを見ていただきますと、こちらはいわゆる財源というようなお話でございます。 

費用の合計がそれぞれ仮で出ておりますので、大体どれをとっても 26 億以上というよ

うな試算になっております。そのようなところを賄うにはというところで、合併特例債の

話をしておるところでございますが、合併特例債を使った場合にそれぞれどういう金額に

なるかというところでございます。 

財源というところで、合併特例債で先ほどの費用のうちの、星雲会館の場合ですと約

29 億 8,000 万のうちの 27 億 8,000 万円について合併特例債で見るというような資料とな

っております。それぞれ基金というものは、病院跡地のほうで出ておりますが、項目だけ

説明いたしますと、一般財源の特例債差引額、充当残という行政用語で申しわけございま

せんが、合併特例債というものは対象経費の 95％まで借金を充てることができるという

ところの残りの５％分を指しているものでございます。なかなかちょっと表現しにくいも

のですが、合併特例債の残り５％と思っていただければと思います。 

次の同じく一般財源の特例債の対象外経費というものは、合併特例債も万能ではなくて、

使えるもの、使えないものがあります。そのうち、使えないものもこの費用の中では当然

出てまいりますので、その分をひとまず計算したというものでございます。ほか、この３

案のうち２案はゼロとなっておりますが、星雲会館周辺では今現在、合併特例債に充てら

れないだろうというのが 5,379万円分あるというものでございます。 

最後の一般財源の特例債を返済していく借金の返済額というところでございます。こち
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らは候補１、星雲会館周辺では９億 387万円、下呂庁舎周辺では８億 1,299万円、温泉病

院跡地の場合は８億 5,818万円というようなものでございます。 

この最初のページの下の段ですが、一般財源の合計というものが今現在考えられる下呂

市の直接的な負担、実質負担額と言われるものですが、それをまとめたものでございます。 

  もう少し細かい内容は後から説明します。まだこの資料はあくまで概算の概算で、ほかの

事例、他市を、平均であったりですとか参考にしておるので、何とか基本設計とかというよ

うながちがちにしっかりしたものではなく、図面上であったりですとか想定されるというも

のでございますので、あくまで概算というものでございます。 

一般財源の合計ですが、星雲会館周辺については 11億 4,104万 9,000円、約 11 億円とい

うものでございます。下呂庁舎周辺については９億 4,475 万 500 円ということで約９億

5,000 万、病院跡地でございますが、一般財源の合計としましては９億 7,786 万、約 10 億

円ぐらいでございます。 

それでは、その次のページをめくっていただきたいと思います。 

特に、ここでは今まで数字について説明してまいりましたが、その他、今現在事務局のほ

うで調べた数字以外のものをここでは一覧表でまとめているというところでございます。か

ぶる部分もございますが説明いたします。 

特記事項ということで、この候補地を考えたときに、どういうことが検討していかなけれ

ばならないかというものを特記事項として書いております。 

星雲会館周辺については、先ほど御説明しましたが、解体する旧館部分には図書館ですと

かいろいろ会議室等もございまして、市民の利用しているところでもあります。そのような

ことから移転を考えて、今の福祉部のフロアを新館の１階部分に旧館のものを集約したとい

う想定でございます。 

下呂庁舎周辺については、ほかの候補地と比べまして来庁者用の駐車場が高低差があって、

ここからですと階段を上ってというところで高低差があるというのがほかとは違うところで

す。あと、ここを市道が通っておりまして、市道を通って松原通りのほうにありますが、市

道の廃止ということも検討していかなければいけないというものでございます。 

３番の下呂温泉病院跡地につきましては、岐阜県のほうが解体工事を行って更地にされる

ということでございます。御存じのとおり、新しい病院は開院しましたが、まだ古い病院は

ありまして、解体をかけていくということになりますが、解体される時期によって、合併特

例債は平成 30 年度という期限がございますので、おくれればおくれるほどその実現性とい

うものがどんどん低くなってくるというのが数字であらわせない特記事項とさせていただき

ました。 

その下へ行きまして、ハザードマップというものですが、こちらはよく聞くような土砂災

害警戒区域ですとか、最近、防災情報課のほうですけれども、いろいろ図面が各世帯に配布

されたかと思います。それに基づいて書かせていただいたところでございます。災害につい

て、どのような点に注意しなければいけないかというようなところでございます。 

ハザードマップ等というところでは、星雲会館周辺では土砂災害警戒区域という区域に入

っております。その次ですが、飛騨川洪水浸水想定区域というところで、飛騨川が洪水した

ときに、１メートル未満ですが浸水する可能性があると想定される区域でございます。 

下呂庁舎周辺でございますが、先ほどの飛騨川洪水浸水想定区域ということで、今度は１

メートルから２メートルぐらいの浸水が想定されるのではないかというものでございます。 

最後の温泉病院跡地ですが、土砂災害警戒区域というところの１メートルから２メートル

の、これは済みません、下の想定区域の飛騨川洪水浸水想定区域のところの誤りで、数字は

下を指しております。あと、豪雨時に冠水等のおそれがある箇所ということで、これも洪水

のハザードマップにはそのようなところとして書いてあるというものでございます。 

今訂正でありましたが、病院跡地については飛騨川の洪水浸水想定区域であり、１メート
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ルから２メートルの想定がされるというものでございます。 

その続きでございますが、法令等の基準ということでございます。建物を建てるに当たり

まして、いろいろ法的に制限があるというところもございます。そのようなところがどうい

うことかというところですが、星雲会館周辺については特にそのような制限というようなも

のもないというものでございます。 

下呂庁舎周辺についてですが、こちらは都市計画区域と言われておるその区域内に入って

おりまして、その建物の高さや道路からの距離の制限等があるというものでございます。ま

た、急傾斜地崩落危険区域と言われる県の指定でございますが、そこの斜面を指しておりま

す、紗々羅の下の。というところもございまして、実施に当たっては県の許可が必要になっ

てくるというものでございます。 

３番の下呂温泉病院跡地については、都市計画区域でございます。同じく高さや道路から

の距離の制限等があるというものでございます。 

水道施設状況というものでございますが、これは新しく施設を建てた場合に、そこに勤務

する職員が水を使ったりその水が下水に出ることになります。そのような施設が新しく建っ

ても、現在の水道の下水や上水等の施設に影響がないか、場合によっては水道施設の改修で

すとか、そういうことが必要かどうかというところを調べたというものでございますが、現

在の想定される 250人ですとか 6,000㎡という規模から見て、特に問題ないというものでご

ざいます。各候補地とも、水道と下水道の給排水接続については支障はないというものでご

ざいます。現在、今後新たに市以外の建物とかができれば別ではあるんですけれども、庁舎

については影響なしというものでございます。 

あと下は資料というものでございまして、公共機関というものは国の施設、県の施設、市

の施設というようなものを上げております。公共機関等というところでは、候補地１につい

ては萩原ですね。下呂総合庁舎があるというところで、現在これだけのものがあるというも

のでございます。あと警察署があるというところになります。同じような形で、それぞれの

地域について公共機関はこのようにあるというものでございます。 

時間の都合もございますのでちょっと走りますが、教育機関についてはこのような形とい

うことであります。保育園の数ですとか小学校の数というものが調べてございます。 

こちらは、ＪＲ最寄りの駅というところで調べがしてあるというものでございます。 

最後ですが、金融機関ということで、こういうような金融機関があるというものでござい

ます。こちらが一覧にまとめたという資料でございます。 

最後の資料をごらんいただきたいと思いますが、これは特にお金についての資料でござい

ます。 

星雲会館周辺についてでございますが、整備方法としては新築ですとかいろいろございま

すが、一番下の既存施設を利用して別棟の新築をしたというものでございます。繰り返しに

なりますが、概算というところでございます。合計では約 29 億 8,367 万と、約 30 億とい

うところで、内訳はこのようになっております。 

既存施設の改修というところでございますが、約１億 2,500 万程度ですけれども、見込ん

でおります。これは星雲会館の新館の部分を改修するというところでございます。今くっつ

いておりますので、どんな形にせよ改修工事というものは見込まれますので、単純ですけれ

ども面積と５万という検討報告書の単価を参考にしてはじいたというものでございます。 

その後ですけれども、その下ですが約 5,336 万というものが星雲会館の旧館部分の解体で

ございます。こちらも想定されるものを市のほうで試算したというものでございます。 

その下ですが、萩原庁舎ですけれども、庁舎と北舎の解体について積算したというもので

ございます。 

今度は新築部分ということでございますが、用地の関係の造成費という部分で、約 1,594

万ということで約 1,600 万程度でございます。駐車場の整備でこれぐらいかかるのではない
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かというところです。こちらは萩原庁舎のほうも含めております。あとは本体ということで、

新庁舎の建設費ということで 22 億 5,720 万というところでございます。検討報告書では

6,000 ㎡を 23 億円と試算しておりますので、若干面積のとり方によって規模が 60 ㎡ほど少

なくなっておりますので、その分を合わせたというものでございます。 

この費用の附帯費用ということで、今回ですと萩原庁舎と星雲会館の旧館部分がなくなり

ますので、その部分がどこかへひとまず移さないと仕事ができませんので、仮庁舎というも

のが必要になってまいります。その仮庁舎について計算したらどうかというところです。 

リースが安いのではないかという試算をしております。ここでは約３億 9,000 万というこ

とで大方４億円の仮庁舎費用というものが必要になってくると試算をしておりますが、まず

全部を仮庁舎に入れたらという想定でございます。当然、あいている会議室とかに入れるこ

とはありますので、まずは一番かかったらという想定でごらんください。 

その後ですけれども、仮庁舎がありますので仮庁舎へ移転する費用を見ております。約

2,700万と試算をしております。 

最後の新庁舎移転費ということで、新庁舎ができたときには今の仮庁舎からですが、下呂

庁舎からになるかと思いますが、引っ越し費用ということで約 6,000 万を試算しております。 

それぞれの合計費用を足していきますと 29 億 8,357 万 7,800 円という試算をしたという

ものでございます。 

横の表については、合併特例債が利用できるもの、利用できないものというような判断を

簡易的にしておるというものでございます。丸については利用できる、三角については場合

により利用可能ということで、解体についても解体する部分もいろいろございますので三角

としております。厳密に積算していったときには、利用できないものも出てくるだろうとい

うところです。ひとまずはざっくり計算でございますので、全部合併特例債が出たというふ

うに考えております。そのような形でいきますが、バツについては合併特例債は利用できな

いということで、一般財源というふうに充てております。 

続きまして、下呂庁舎周辺の２番でございます。 

こちらについては、改修費ということでふれあいセンターの改修費を面積掛ける５万円と

いうところで 1,953 万かかるのではないかとしております。単価についてはそろえさせてい

ただいております。 

その後ですが、下呂庁舎の解体ということで 9,006 万と、9,000 万程度解体がかかるので

はないかというものでございます。 

その後ですが、造成費ということで約 2,700 万の造成費、造成と駐車場整備を含んでおり

ます。 

新庁舎の建設費ということで、下呂庁舎の場合は 5,405 ㎡の庁舎ということでございまし

て、約 20億 5,390万を試算しております。 

仮庁舎整備費用については、解体する下呂庁舎の職員数等入るのを計算しまして約３億

6,700万円と試算いたしました。 

仮庁舎の移転費として、この場合では 1,700 万、新庁舎移転費についてはどの場合でも共

通ということで 6,000万を計上しているというものでございます。 

それぞれ合計しまして、この案では 26 億 3,521 万 7,300 円と試算したというものでござ

います。 

特例債については同じ説明でございますので省略させていただきますが、項目よって丸、

三角が出てくるというものでございます。 

最後の下呂温泉病院跡地でございますが、こちらは用地買収ということで、下呂市が買う

ことになっておりますので、全くの概算ですが４億 3,000万円としております。 

そのほか、造成ということで主に駐車場の整備ですが 3,375 万円、約 3,300 万円ほど見て

おります。 
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庁舎建設費については、説明会の資料等でも出ておるとおり 6,000 平米の新築の 23 億円

というところで 23 億円を使っております。この場合は全くの移転ということになりますの

で、新庁舎へ移転する費用だけ附帯費用として見ております。6,000 万円というところでご

ざいます。合計で 28億 2,375万 4,600円と試算しております。 

最後、この基金というものは下呂市のほうで下呂温泉病院跡地を購入するために基金を積

んでおります。その基金を使ったとしまして、その分だけ特例債ですとかそういうものは少

なくというものを示しているというものでございます。 

ひとまず資料の説明というところで、なかなか全部というところではございませんでした

けれども、説明をさせていただきました。 

金額につきましては、繰り返しになりますが、正式な積算をしたわけではなくて、今考え

られるほかの建物、いろんなものの平均的な単価をもとに積み上げたということですので、

あくまでも概算ということで、この金額がひとり歩きしないようにということは御注意いた

だきたいということと、それからもう１点、前回の会議からも話がありました総合庁舎につ

きまして、本来であればここに資料をしっかり載せなければいけないというのが本来だと思

いますけれども、やはり県との関係がございまして、まだ十分な資料が集まっていないとい

うのが現状でございます。本当に申しわけございません。本来はもう少しここで資料提示を

しなければいけないんですけれども、今回ちょっと御遠慮させていただいたということでご

ざいます。 

いずれ県の資料につきましても、最終的な土地が幾らだとか、建物がどうだというところ

まではなかなかどこまで詰められるかわかりませんが、できる限りの資料は御提示した上で、

またここでいろいろな意見をいただきたいなと思っておりますので、今回、こういう形でと

りあえず提示させていただきました。よろしくお願いします。 

○委員長 

  今ほど、候補地３カ所についての詳細な事務局のほうから説明があったわけですが、委員

長として、今ほど事務局が言いましたように、つまり一番意見の多かった総合庁舎に関して

検討中という表現の仕方、検討は検討なんですが、やっぱりこの会議の場合へ早急に提示し

ていただけるような形で進めて、候補地４カ所の中から例えば選定するとか選考していくと

か、そういう方法というのはとれそうなのかどうか。 

○事務局 

  県に対しては、これからもこちらとしてはいろいろ情報交換しながらしっかり意見も言わ

せていただく中で、この場には何らかの資料をのせないことには話が前へ進んでいかないと

いうことがありますので、それがいつで、どんだけの資料かということまではまだちょっと

発表できませんけれども、何らかの資料はこの場に上げるということで、きょうのところは

とりあえずお願いしたいと思っております。 

○委員長 

  という今事務局の説明があったわけですが、これに関して、質問だけお受けしたいと思い

ますが。 

○委員 

  今事務局の言った、そのうち、いずれなんて、いつになるのか。特例債がだめになってく

ると思う。総合庁舎の問題。 

それともう１つ、移転するにしたらこの土地はどうするの。現在の建物、これを売れば建

設費に充当できるのか、現在のところはどんなふうなの。 

○事務局 

  ここの土地に限らず売却できる公有地は今も次々と売却の手続をとらせてもらっておりま

すので、当然そういったものは市の財源にはなってくると思いますが、できるまでここを壊

すわけにいきませんので、ここはそのままというわけにはいかないと思いますけれども。 
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○委員 

  この庁舎を壊したので、あれが入ってきますのやろう。それを売却して、この建設費の中

に検討できるんやないの。 

○事務局 

  土地の利用の仕方も考えていく中で、売却という方法になれば当然売却ということになろ

うかと思います。 

○委員 

  そのときはそのときか、それなら。 

○事務局 

  そうですね。 

○委員 

  今ここでは考える必要はないの。この資金源になるのやで。 

○委員 

  それは買い手がおるかということがありますので、難しいですね。いつまでに売らなあか

んとかいうのもありますし。 

○事務局 

  お金には色がついていませんので、下呂市の会計の中での話には当然なると思います。 

○委員長 

  ほかに。 

○委員 

  ３つばかり質問しますが、仮庁舎という形をとらざるを得ない場合に、その仮庁舎という

のは何を考えてみえて仮庁舎、３億、４億という費用がかかるというようなことが書いてあ

るので、大変なことやなあと思うんですが、どんなことを考えておみえになるのかというの

が１つと、病院のところを県から買うのも、県が更地にしてくれなければ間に合わないと、

合併特例債に。 

逆に、下呂市はあそこに庁舎を建てたいからといって、県にその要望を唱えることによっ

て早くなる可能性があるのかどうかということ。 

もう１つは、もし病院のところに建てるとすれば、建ぺい率の問題とか容積率の問題とか

日程の問題、ちょっとわかりませんけど、２カ所はそこにある中でたまたまきょうは病院本

館に庁舎を建てるというふうに資料がありましたが、何も狭いほうに庁舎を建てて広いほう

をそのままスクエアな形で全体を駐車場にして、いろんな目的に使えるようなアイデアもあ

るなあと。川側に庁舎を建てたほうが当然景色もいいでしょうし、そういう意味では将来的

により使いやすいかなあなんていうことをちょっと思ったんですが、建ぺい率、容積率、あ

と日程の問題等でそういうことはできないのかどうか、その３つをちょっとお聞きします。 

○事務局 

  まず仮庁舎についてであります。 

仮庁舎、具体的にまずは仮庁舎をどこに置くかというふうなまだ想定はございません。更

地に設置したというところでございますが、方法はリースで２年半。 

○委員 

  リースは建物でしょう。 

○事務局 

  考えられるものとしては、プレハブのような。 

○委員 

  わかるんですけど、場所はどういうことを考えてみえるのかちょっと、なければできない

でしょう。それなりのスペースが要るわけでしょう、何千平米か。 

○事務局 
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  そうです、はい。 

今現在は、正直なところ具体的な場所というものはないという状況であります。中に入る

ものは、例えばここやったら総務部ですとか、なくなる庁舎の部分というようなものでござ

いますので。 

○委員 

  建物はプレハブで、リースで２年なら２年ということはいいでしょうけど、場所がないと

ね。下呂中学校のグラウンドとか、何か考えなきゃいかんのだけど、考えてないということ

だね、まだね。 

○事務局 

  まだ場所については、はい。 

○委員 

  県からの売買のタイミングというのは、逆にこちらから、例えばの話ですけど、プレッシ

ャーをかけることができると早くなるという可能性があるのか、それとももう内々では２年

ぐらいの間に潰すよという話なのか、そんなことは全然わかってないんですか。 

○事務局 

  そこのところもまだ確定はしておりませんが、県としてはできるだけ早く対応していくと。

当然、あのままの状態で置いておくということは決してよろしくないもんですから、できる

だけ早く対応するという考えかと思いますけれども、具体的な時期についてまで、まだ詰め

ていないというのが現状です。 

○委員 

  幸田のその話の中で、総合政策課のほうからある程度時期時なものは聞いているんですが、

その辺は総合政策課さんとお話はできているんでしょうか。 

○事務局 

  しておりますけれども、多分、最終的な詰めはまだできていないというふうに考えており

ますけれども。 

○委員 

  準備の話とかその辺は、私たちは具体的な月とかそういうことまで言いませんけど、年度

内とかそういういろんな話は聞いているんですが、入札がいつごろありそうだとか。それで、

僕がここで間違ったことを言っていてはいかんし、変な話になりますので、多分向こうと、

話をさせてもらったんですが、ある程度。 

○事務局 

  それはいつごろの話ですか。 

○委員 

  ４月、３月やったかなあ。延びたもしれませんよ、ひょっとしたら。その辺の話は聞いて

おりますので、１回確認をしておいていただければと思いますが、入札とか積算とか、そう

いう話は具体的にお聞きはしたんですが、そういうつもりで解釈したんですけど、お願いし

ます。 

○事務局 

  すみません、ちょっと横の連携がうまくとれてなくて申しわけないです。至急に確認した

いと思います。 

  それから、今御指摘があったように、配置とかにつきましては、規制があってということ

ではなく、単純に庁舎の部分に駐車場が広くとれればというところでございます。 

○委員 

  たまたまこれ拝見すると、広いほうにどんと真ん中に鎮座して、駐車場を２つに分けるん

なら、川側に近いリハビリ棟のほうに庁舎を建てて、駅側の広い方を全部駐車場にするアイ

デアはないこともないなあと。これ、いいように見えるんですよ。実際にこれが正しいかも
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わからんけど、後々これだけの 60 メーター近くぐらいの広いところを何もなしで使えると。 

  というのは、下呂市として駐車場にしておけば、イベントだとかいろんなことに使えるか

なあと思ったので、何か規制があるのかなあということで、何もないんですね。 

○事務局 

  そこまでは考えてなくて、とりあえずはめ込んだということです。道路に面してというこ

とだけちょっと考えて。 

○委員長 

  よろしいですか。 

○委員 

  はい、結構です。 

○委員 

  きょうの資料はなかなか細かくつくってありまして、２、３回目にここまで来ておって議

論できればいいなと思うぐらいの、やっと議論が目に見えた格好になってきて、本当に事務

局も御苦労さまでした。敬意を表します。 

そこで、この経済性のところで市有地を優先するという前提がついておりますので、下呂

市の市有地を優先するということになるとこういうことになろうかと思います。 

ただし、僕も何遍か言っておりまして、今委員長も言いましたように、昔の県事務所、あ

そこの施設は用地も広大ですし、ちょっと裏の辺まで行ったら水産試験場の池もありますし、

それから建物の前にも小さいグラウンドがあったりして、かなり使える部分もあるんですが、

最終的に詰めるにはその辺もかなり詰めたもので報告をいただかないと、既存のものでいっ

てもちょっと前進しないと思います。 

それからもう１つ、その線でいきますと、先日もちょっと言った覚えがありますけど、国

道 41 号線の旧富永産業の跡ですね、約１万㎡ある。あそこだったら 41 号とすぐその横で

すので、更地で工事をすれば今のようないろんなお金もかからないし、理想的な駐車場から

レイアウトができるんじゃないかと、こういうふうに思いますのと、それから幾らといった

ような話もちまたの話ではっきりしませんけれども、そうむちゃくちゃ高い金額ではないよ

うに聞いておりますので、ぜひその辺も、そこなら全く南へ行っても左へ行っても国道の横

ですのでね。あそこだったら文句の言いようがないんではなかろうかという意見が萩原では

非常に多いし、私もそう思っております。 

その辺も検討の材料に上がっておかないと、幾らこれ一生懸命やってくれたって、ああつ

くったなということで、今の県総合庁舎と旧富永産業の跡の辺のところを俎上に上げていた

だかないと結論は出にくいんじゃないかと思います。以上でございます。 

○委員長 

  今、お二人の委員から意見が出されたわけですが、事務局、今の質問に対しての答弁。 

○事務局 

  ちょっと今の総合庁舎につきましては、これは前からもそういう話を確認させてもらって、

基本的に、市は市有地もしくは市が購入する可能性がある土地ということで考えたいという

ことで提案させていただいて、そんな中で総合庁舎という意見が出てきました。 

当然、県の機関との連携とか、それから県の土地でありますので当然ある程度の市に対す

るそういった行政のつながりともあるというようなこともあって、多分、皆さんからも意見

がありまして、市民からも大変多くの意見をいただきました。これについては、市の土地で

も何でもないんですけれども、やはり当然検討しなければいけないということで、今それは

鋭意努力をしておる中でございますけれども、もう１件は、富永産業さんの土地につきまし

ては、これは完全な民有地であります。 

よく通りますので、大変いい条件であるということはよくわかるんですけれども、民有地

まで視野を拡大して考えるということで、検討委員さんのほうで市として一度検討してくれ
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よというところであれば、これはまた自分たちも何らかの考え、方向性をちょっと改めない

かんなと思うんですけれども、民有地を入れてきますとかなり広範囲な話になる可能性もあ

りますので、これはちょっと慎重に進めていかなきゃいけないのかなというのが事務局の考

えです。 

○委員 

  確かに、事務局のおっしゃるとおりだと思います。 

ただし、できるだけの問題で、こういうような格好で行ってもいいのか、勝手につくった

ほうがいいのか、じゃあ将来的にどっちがいいんだろうと。理想的なやつを便利のいいとこ

ろにつくったほうがいい。その辺のことも、現在の金銭の問題と、将来にわたる価値の問題

を検討に入れて考えていただく中では必要かと思います。 

○事務局 

  あと１点、市民説明会のときに御意見がありました。できるだけ将来に負担を残さないよ

うにということは、経費をできるだけ詰めて効率性のいい整備をしてくれという御意見もあ

ったということはつけ加えさせていただきます。 

○委員 

  この会では一本化という形で、いろいろ話は当然進んでいるんですが、つい最近、５月の

最初に日経新聞でも発表があったんですが、人口が極端に当初のペースよりも早いペースで

減ってきているという形で、この下呂市でいうと 2040 年には２万 1,000 という数字になっ

ていますよね。今の市庁舎をつくるときに、私らもこの会議の中でとにかく一本化する、そ

れは賛成だというのはいいんですが、できるだけコンパクトにしていかないと、要するに人

口がふえていくときならやっぱりこういうのをつくつろう、ああいうのをつくろうというこ

とになるんだけど、どんどん人口が減っていく中で新しいものをつくるということになった

ときには、そこら辺をよく検討しなきゃいかんじゃないのかなというふうに思います。 

各振興事務所をしっかり残していくということなら、そちらのほうにも耐震だとかいろん

な費用が今度かかってくるわけですね。それにプラス新市庁舎となると、かなり費用がかか

るんじゃないかなというような気がしますので、2040 年というと 26 年後ですか。ここの中

でももちろん生きている方も当然見えるんですが、やっぱりそういうデータを見ると、慎重

にもう少し考えなきゃならんのかなというふうに思っているんですよ。 

これを見ると、今自治体が 1,800 個あると、全国にね。そのうちの 2040 年では 896 が消

滅寸前になりますと。そのうちの 523は既に１万人を切って、成り立たないという形になっ

てきておるんですよ。こういうようなデータを見ると、もう少し新市庁舎をできるだけコン

パクトにして、本当に今の職員数も 250 という数字がもっともっと少なくならないのか、あ

るいは振興事務所のほうをもう少し活用の仕方を考えて、本当に市庁舎のほうは内閣府だけ

が入るくらいの規模で考えていくというのも一つの手じゃないかというふうに思います。 

○委員長 

  今、委員のほうから大変な核心の部分で、これはテレビ、新聞等々で日本中がそういう状

況に置かれる時代がもう目の先へ来ておると。いろんなそういう報道等を見ておりますと、

やっぱり下呂市もほかにたがわず大変な心配な部分があるということなんですが、長時間が

続きましたので、一旦ここで。 

○委員 

  すみません、今のことやもんで。 

確認なんですが、下呂温泉病院の 28 万強の金額の中に基金の４億 3,000 万がこちらへ入

っていますよね。 

市庁舎を建てても建てんでも４億 3,000 万で下呂市で買うので、別に入れないほうが、更

地で買うのにえらいお金がかかるなあと思って見ていたんです。そうしたら、土地代が入っ

ていますので、これは市庁舎を建てても建てなくてもどっちみち払うお金ですので、ここに
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盛り込んでもらってもいいですけど、ただし書きでとか、そういうことにしてもらわないと、

ほかとの整合性というか、比べたときに、安いなとか、ここに建てると経費がかからないな

ということがわかりづらくなると思ったんですが、その辺、皆さんはどうお考えになります

か。 

庁舎を建てるために買うということになれば、この金額は盛り込んでもらわなければいけ

ないと思いますが、一応買うということで、そこに庁舎を建てるかどうか、公園になるかも

しれんし、駐車場になるかもしれんし、観光施設になるかはわかりませんけど、買うという

ことは決まっていますので、ここに入れてしまうと何か高い買い物をしておるように見えま

すので、更地で県から買うんなら造成費もそんなにかかりませんし、周辺整備費もそんなに

かからないということを思うわけなんですが、ですからこの４億 3,000 万は上げてもらって

もいいですけど、ただし書きにしてもらうとか括弧書きをつけていただかないと、知らない

人が見たら下呂病院でつくると 28 億やなあとか、どこどこでやるとこんだけやなと、そう

いう誤解ではないですけど勘違いされなくもないと思いますので、土地代はちょっと明確に

わかるようにしていただいたほうが、ほかとの金額的な金銭的な比べ方はわかりやすいと思

ったんですが、その辺どうでしょうか。 

○委員 

 関連で、合併特例債は使えるんやろう、これ。 

○委員 

  今の基金を除くという話ね。基金を積み立てたのは、最初はもともと市の予算が積み立て

ておるわけなんで、そういう意味では市民が負担したということになるんじゃないですか。

だから、ベースは同じにしなきゃいけないんで、当然土地代がかかると。 

○事務局 

  あくまでもそろえるための資料という形の中に上げさせていただきました。表現の仕方と

いうのはいろいろあろうかと思いますけれども。 

○委員 

  ただ、市役所を建てるために買うんじゃないので、その辺はちょっと、さっきも言ったよ

うに外せということを僕は言っておるわけじゃなしに、わかりやすい表現にしてもらわんと、

単純に比べたときに、例えば、知らん人がぱっと見ると、下呂病院が 28 億、それから下呂

庁舎は 26 億、星雲会館は 29 億やなと、勘違いということはないけど、そういうふうに思

われることは間違いないので、これがついていれば別ですけど、それもよく見んと、計算せ

んとわからんと思いますので、委員さんがおっしゃったように、市のお金で買うことは間違

いない事実やもんでそのことはいいんですけど、ただ市庁舎を買うために決まっておるわけ

じゃないし、ここを買うために支出するお金でないので、その辺ははっきりしておいてもら

わんと、ちょっと誤解を招くと思いますが。 

○事務局 

  委員さんが言われることはよくわかります。 

○委員 

  候補地一覧表の中で、ハザードマップ等というところには、活断層とか地層のどういう状

態とか地質とか、そこら辺が表記してないんだけれども、これは調査するのか、そういう予

定はあるんかね、活断層、地質、そこら辺の調査というのは。 

○事務局 

  断層については、今資料を収集中でありまして、なかなかこの候補地を見たときに、まだ

いい資料がないもんですから、準備でき次第というところで、当然これには入っているとい

うのと、図のほうがいいのかなあというところもありましたので、いきたいと思います。 

ただ活断層調査ということになりますと、正式に言えばトレンチか何かをして、土を掘っ

て断層を確認するということになろうかと思いますが、そこまでの予定はございませんので、
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あくまでも既存の資料の中での確認ということになると思います。 

○委員 

  建てるときにボーリングするんやね。 

○事務局 

  活断層を求めるためのボーリングというのは、多分しないと思います。 

○委員 

  普通、どんな民間でもそこまでは。もう完全に危ないということはすると思いますけど、

あれもわかるかわからんか不十分なものですね、資料自体が。 

○委員長 

  時間も大変過ぎました。少しだけ休憩を入れますので、申しわけないです。 

あと引き続き、この関連の質問をいただくという会議にしたいと思いますので。 

○事務局 

  最後に次回の予定ということとですので。 

○委員長 

  曾田先生、きょうもまた時間が大変限られた時間で、また先生のほうから御意見を賜りま

すのでよろしくお願いします。申しわけないです。 

じゃあ一旦休憩します。15分まで休憩します。 

 

（休  憩） 

 

○委員長 

  それでは、定刻になりました。再開したいと思います。 

引き続き、今の庁舎の立地問題等々を含めた事務局の説明に関しての質問等がありました

ら、お受けしたいと思います。 

  質問者、挙手をお願いします。 

○委員 

  ちょっと今の関連で、先ほどのもう一度聞きますが、下呂病院は土地のことを経費でさっ

きも聞いたけれども、今４億 3,000 万の基金が積んであるというやつを、これは土地取得や

な。建てても建てんでもこれは買わんならんのや、下呂病院は。なおかつ、この４億 3,000

万と、この特例債のところに利用可能に丸が打ってあるやろう。だから使えるでしょう、こ

れ。使えるんやったら、これも込みで特例債やったらどんだけか知らんけど、７割か知らん

が、補填してくれるわけやろう、国から。そういう取得したほうが賢いんじゃないかと思っ

て。 

今積んであるのは税金やろう。税金やけど、仮に色がついておるなら、買いますといって

特例債を使わせてもらって国からもらって、基金は取り崩して別に使えば使えるということ

でと思うんやけど、ちょっとその辺から説明してよ。 

○委員長 

  事務局、用地買収費に特例債が活用できるのかどうか、説明をお願いします。 

○事務局 

  今のは資料の下呂温泉病院跡地の基金のところに、合併特例債の利用可能かどうかという

ところに丸としております。金額は基金がありますので抜いてありますけれども、結論から

申しますと、合併特例債を利用することはできます。 

まずこの基金というものは、当時、市が病院を何にするか、ともかく買うための基金とい

うことで条例で積んでおるので、その当時には庁舎というものはまだ話もないですので、合

併特例債という話も全然ないわけになります。 

今後、議論が進んでいって、仮に庁舎ということであれば合併特例債として利用ができる
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というところまでは言えるかと思いますが、当然この基金については病院跡地を買うという

ことで積んでおるものでありますので、ちゃんと説明していかなければいけないですし、そ

ういうことは踏まえてはいけないことにはなりますけれども、合併特例債は使えております

のと、そのように基金を積んでおったんですけれども、合併特例債を使ったというような事

例も聞いております。 

○委員長 

  ほかの委員さん、よろしいですか、今の説明で。 

○委員 

  そんだけ借りれる枠があるの。特例債の枠は。小学校とか、そういうところの耐震工事を

したので金額が余り残ってないような話をちらっと聞いたことがあるんですが。 

○事務局 

  一応、枠の中におさまるという試算の上での今回の庁舎の計画ですので。 

○委員 

  この 28 億か何かも含めた中に、土地代も入れても大丈夫な額が残っておりますよと、そ

ういう意味ですよね、簡単に言うとね。 

○事務局 

  はい。ただあくまでも起債ですので、返ってくることは返ってくるんですが、借りれば借

りるほど後々返していかなならん金額はふえるということは間違いないです。 

○委員長 

  ほかの委員さん、よろしいですか。 

○委員 

  6,000 ㎡のことなんですけど、人口も減るので、その時期は 6,000 ㎡なんですけど、もう

ちょっと小さくつくってもいいんじゃないかなという気はしているんですよ。 

○委員 

  それに関連して、いいですか。 

今の星雲会館の既存施設ね、今の新館。１階は図書館にということやったですね。２階は

どうする、事務所にできるの、これ。 

○事務局 

  今の計画では、そのまま天慶の間として活用する、あと会議室もありますけれども。 

○委員 

  あそこも事務所にすれば、今の話で床面積はもっと減らせるんでしょう、ここは。 

例えば、今の６階の 5,940 ㎡というのを４階なり５階ぐらいにして減らしてこれると思っ

て。 

○事務局 

  ただ、今あれだけの施設があるものを完全になくしてしまうということが果たしてできる

かどうかということは、協議する必要があるというのはあると思います。今はあそこを残す

ような形でというようなことで考えています。 

○委員長 

  ほかは。 

○委員 

  すみません。途中に入られたんですけど、下呂のそこでもしつくる場合であったら、ここ

のふれあいセンターの下を使うということだったんだけど、例えば下呂の跡地でも、ここを

使ってもその分、そんな５分もかからへんので、少しは足しになるかもしれんですけど、使

って、将来的には職員さんが減れば要らないという考えができるんじゃないかと思います。 

○事務局 

  当然ここも入っています。病院跡地には含めてはないですが。 
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○委員 

  だから、病院跡地につくった場合にここも含んでおけば、その分減らせる、圧縮できると。 

あと今度は、さっきいろんな庁舎とかありましたけど、そっちのほうでも例えば星雲会館

もつくり、萩原の北舎とあるんですけど、あそこも耐震性があるんでそれを使ったりとかし

ていけば 1,000 ㎡とか、星雲会館だと多分 1,000 ㎡、２階分減ると思うんですけど、そうや

っていけば何億も減っていくと。 

そのときにはなくなるんで、それまでの経費は要りますけど、後々を考えればやっぱりも

う要らないんじゃないかと思ったんですけど。 

○委員 

 ちょっと戻りますけど、26 年後に人口がどうのこうのというのは試算であって、我々が

何にも努力しなかったらそうなりますよと。 

例えば、下呂温泉観光協会なんかも 100 万人を何とか維持しよう、120 万人観光客を誘致

しようと頑張っておる中で、どこかのシンクタンクが出した数値を追いかけて 20 年、30 年

後にこんなふうになってしまう、下呂は２万 1,000 人だなんていうことを我々が想定してこ

の建物をつくらないかんなんていうことは、僕は大反対でございます。 

何のために我々が今努力しているのかということを考えたら、地域が疲弊しないために

我々は努力せないかん。ただ、身の丈から余りにも外れたものはつくってはいかんと思いま

すけど、そういうことが想定されるから、我々が今ここで想定して、当初の予定の３分の２

のものしましょうなんていう発想は、僕は大反対な意見交換。そんなんだったら、もうこの

会議に出る価値がないと思うな、僕は。何でもっと自分たちの子供たちのために夢があるこ

とができんのかというふうに、ちょっと格好つけて言いますけれども、そんなふうに思って

しまうんですけど。 

○委員 

  それは一つ本当だと思いますね。 

それだったら、私はその跡地なんかはもっと雇用を生み出すような、一等地ですよ、あそ

こは。そのようなほうがいいかなあと私は思っているんですけど、そういうことも本当に実

際そう思います。総合市役所をつくったからといって雇用が生まれるわけじゃないんですね。

あそこはすごく一等地であるから、お客さんを呼ぶこと、観光の方を呼ぶとか、イベントを

開催するか、それはわからないですけど、そうやっていけばいいかなあと思っているんです

けど。 

○委員 

  もっともな意見なんだけど、僕は実は病院の跡地検討委員会というやつも出ておってです

ね。さまざまな意見が出まして、一番僕が残念だったのは、公園にしてくださいという意見

があって、自然豊かな公園にしてくださいといって、こんな自然豊かなところで、あえてま

た何億も出してあそこに公園をつくらないかんのかということで、ちょっとがっかりした記

憶があるんですが、出てこないんですねやっぱり、あそこに何かつくろうかと思ったときに、

今おっしゃったような前向きな投資をしようと。市が取得する土地ですから、限られてくる

んですね。賃貸かけるにしても何にしても。 

  僕はあそこに下呂温泉神社をつくって、それこそ恋愛成就の神社か何かに祭り上げて若い

観光客がいっぱい来て、お伊勢さんじゃないですけど、おかげ横町みたいなものをつくった

ら物すごいにぎわうかなあということを言った覚えがあるんですけど、そういうことはでき

ないんですよ。もしそういうことを本当に一等地でやるんなら、ここを更地にしなきゃいか

んもんですからね、要するに。ここをイベント広場にするとか、そんなことに使ってもいい

し、まだよし乃の跡だとか下呂館の跡だとか市有地として市の持つ場所があるもんですから、

そういったところで十分そういうことを考えられるなあということは思っています。 

○委員 
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  この前も質問したんですけれども、市有地有効活用研究会ね。これは報告書を上げて、例

えば病院の跡だと今のような経済効果を生み出すのを検討しようじゃないかというのか提案

があったんですけれども、その研究会の報告と今やっておることが何となく結びついてない

というのか、よくわからないもんで前も質問したんですけれども、例えば病院の跡地を本当

にそういう経済的な効果を生み出す土地としてやっていこうとしているのか、全くそれは単

なる検討材料として考えられておるのか、そこはどうなんですか。 

○事務局 

  この前の研究会は一応３月で閉められまして、報告書が出されて広報に紹介されていたと

思うんですけれども、下呂庁舎という意見もその中にはございました。 

それを受けながら、ここで一緒に検討していく、そういうことです。ただ、今下呂庁舎と

いうことを考えておりますので、可能性の一つとしてあそこがあるというふうに結びつけて

いただければよろしいかなあというふうに思います。 

○委員 

  こういうものを進める前に、もう少しそれを担当した課から正確に報告の場を設けるとか

すべきではないんかなあという気はするわね。ただ、こういうものが出ましたという話を聞

いて、例えば議会報告の何か要約したものとか、新聞報道しか私はわかりませんけれども、

同じ市でやるんやったら、ここでちゃんとそういう趣旨を説明していただいて、皆さんがわ

かるようにしていただく。間接的なお話しかわからないというのが僕は今の状況だと思いま

す、その報告については。 

○委員 

  今の関連したことで、また総合政策課の話になるんですが、市民の方のアイデアと、あと

民間の方の活力導入ということで募集をさせてもらって、４点出てきたんですね、アイデア

を出してくださいといって。あそこがあきますので、更地になりますので皆さん来てくださ

いって。 

４つ業者さんが手を挙げられて、４つともみんな福祉関係でした。そのうち２つはコンサ

ルタントの方でしたので、自分でやらないということですね、コンサルタントということな

んで。その方はやめられました。引いてもらったということ。あと２つ残って、もう１つの

方はやっぱりやめますとしばらくしたらやめられて、結局１つだけ残られて、いろいろ提案

をして話をされたんですが、最終的にその方もやめられたということで、今委員さんもおっ

しゃったことをはやおととしぐらいからやってみえて、結局民間の、市でやるというのは今

どこでもそうですけど、３セクとかやってみんな失敗しましたし、物を建てるということは

僕ら地元のもので、おっしゃったとおりに雇用が創出できるものとか人のにぎわいがあるも

のということで随分といろいろ頑張ってみたんですが、結局最終的にはそうなって、全部ポ

シャってしまったというのが現実です。 

これは多分資料があると思いますので、もし何でしたら、皆さんにわかるようにしていた

だけたら。そういう意見は当然やと思います。私もできれば、変な言い方ですけど、最初、

市役所も来てほしいですと。市役所は、下呂はお金がないからだめですよと言われています

が、それはそうやなあと思って、すぐ諦めました。それなら民間の方に来ていただいて、そ

れはバローに来てほしいとか、いろんな話が出ましたよ、正直なところ。 

でも、結局手を挙げられたのはみんな福祉関係で、最後にはもう誰も、撤退されたという

か、そういう状況ですので、それ多分きちんと資料が残っているはずですので、またできれ

ば次回か何か、参考にして。 

○委員 

  例えば、そういう話ですと、民間では活用できないのであとは公有地的な、極端なことを

言えば市庁舎しか建てられん土地だとかいう判断ができるわけでしょう、恐らくそういう今

のようなことを言われれば。 
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○委員 

  だから、最終的にはそういうふうになってしまったんですよね、結局ね。民間の方は、下

呂には誰も来んという、いい話か悪い話かは別として、高山は幾らでも行くけど、下呂はち

ょっとだめだって、人口も少ないし。 

○委員 

  あれがポシャったのは、最後が僕が言ったことが原因だったんですけど、温泉がついてい

るという想定で業者さんは来られたんです。ところが温泉はついておりません。権利のため

にまた１億か２億上積みしなきゃいけませんが御承知ですかということを申し上げたら、一

遍に黙ってしまわれて、次回撤退という話になったんで、温泉がついてないと下呂に来ても

なかなか事業としては成り立たんと。高級な例えば老人ホームだとか、そういったものを温

泉つきというメリットで売っていきたいんだということができないということで、商売とし

て成り立たんという話でだめになったんですね。 

○事務局 

  大体概要は今皆さんが言われたところなんですけどね。 

そのときのプロジェクトは、病院の跡地をどうしようかというプロジェクトで検討を皆さ

んで。 

○委員 

  庁舎じゃなくてね。 

○委員 

  だからそれは、検討されたはわかるんですけれども、ただそれなりに情報提供ですよと言

われて、それで終わっているんだけれども、私なんかはそんな細かいことはわからないです

から、いろんなことを考えるときに判断ができないんじゃないかなということを申し上げて

いるんで、そういう情報はやっぱり同じ市が検討するんだったら、こういう場へ提供して皆

さんが考えられるようにしたほうがいいんじゃないですかという提案です。 

○事務局 

  ちょっとまた経営管理部と協議させていただきます。 

○委員 

  すみません、いいかな。 

庁舎整備検討委員会というこの委員会なんですが、例えばきょうまでのようなことが活字

にして広報の何かで配られるとかということもあり得るわけですね。 

○事務局 

  もう既に報告書というのは出しております。 

○委員 

  出しておるね。この検討委員会で何をやっておるかということが表へ出るとすれば、きょ

う出た３案の土地の問題、用地の問題、私が言いました富永産業の問題とか総合庁舎の問題

等に加えて、これは市長の公約だとか起債を借りるに非常に有利なんだということで慌てて

みえるだけで、市民から、市庁舎を一本にしていかんと不便だとかどうとかということを一

回も聞いたことはないわけです。下から盛り上がってきたわけじゃなくて、上からばんと降

ったような格好でこの検討委員会を入れておるわけですが、そういうことで言えば、何も今

のままでいいんじゃないのと。 

○委員 

  ここまで来たんやで、もう。 

○委員 

  ここまで来たのはここまで来たで、今のままでもいいんじゃないかと。ただ現状の施設を

直しながら使ってもいいんじゃないかと、そういう意見も並列で入れておかないと、そうい

う意見が何も出なんだんか、庁舎の委員会は全く新品でつくることばっかり考えておるかと
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いったような。 

○委員 

  それ失礼ですけど、２回目のときに議事録を見ていただくとわかると思いますけど、書い

てありますよ。２回目の会議録を読んでいただくと、今おっしゃったそのとおりに書いてあ

りますよ。 

○委員 

  そういうふうに言っておるの。 

○委員 

  だから、それでいいんじゃないですか。 

○委員 

  そうかといって、今またまとめて出すと、そういうことが答えとしてはっきり出すと、僕

はそういうことを前に言って、何でもかんでも一本にするなら、もうこの会はやめていくぞ

といったら、いやいや、それらを検討するんだということでずうっと来ておるんですけれど

も、そういうことも一つの選択肢の中に入れておかないとまずいんではなかろうかと。そう

いう人も圧倒的に市民の中には多いと思うんです。何でもかんでも一本化しなければいけな

いという意見ばっかりじゃないんだと思います。 

○委員長 

  今、委員さんのほうから下呂市民、４万弱の市民がおるわけですので、そういう疑問とい

うか、そういうことを考えてみえる市民もおるんではないかということで、会議録が全て残

っておりますので、恐らく公表されておりますし、目を通される方ならそれなりに理解はさ

れてみえるというふうに思います。 

  事務局、一応意見が出たということだけは。 

○事務局 

  やはり皆さんが少しでも疑問に思ってみえることがあれば、それは多少後戻りになるかも

しれませんけれども、ちゃんとここで発言していただいて、それに対して共通認識を皆さん

に持っておって進んでいってもらいたいというのがありますので、いろんな意見があってし

かるべきやと思います。 

○委員 

  話してばっかりで本当に申しわけないんですが、公共交通機関というのがこの候補地一覧

表にありますので、ちょっとプラスアルファで皆さん、知識として持っておいていただける

とありがたい。客観的な地理的な知識とか、そういうことをちょっと発表させていただきた

いと思うんですけれども、お願いします。 

まず道路交通網ということで、下呂市の場合、南北に国道 41 号線が走っておるわけなん

ですが、そのほかにも基幹道路といろいろ大切な道路がありますけど、とりあえず国道 41

号線を皆さんが一番使われるということで、金山から小坂までということで、これ金山のそ

この下呂維持出張所で資料をいただいて調べてきたんですが、金山が 80.709 キロメートル、

それから小坂の北の端が 135.852 キロメートルで、この距離が 55.143 キロメートルですね。 

この中間点が 27.6 ということで、金山の起点に 27.6 足しますと 108.280 メートルという

ことになります。これ場所的にどこかということになりますと、下呂市の上小川地内、ちょ

うどジョイホームセンターの前の辺になります。国道の中間ということですね。濁河もあり

ますし、菅田もありますし、川上もありますので、それはそういうことは僕十分しておるつ

もりですけど、41 号の中間はどこになるかというと、今言ったジョイホームセンターの前

ぐらいがちょうど金山からと小坂の中間点になるということで、お願いします。 

それからＪＲなんですが、こちらの本数が書いてありますけど、こちらのＪＲ高山本線の

ＪＲ金山駅が、岐阜が高山本線の起点ですので、飛騨金山駅が 66.7 キロメートル、それか

ら同じく飛騨小坂駅が 108.8 キロメートルで間が 42.1 キロメートルで、先ほどと同じよう
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に中間点が 87.75 になります。これがどの辺かといいますと、下呂の少ケ野の辺になるんで

すが、ＪＲ下呂駅が 88.3 キロメートルでプラス 550 メートルぐらいということですね。例

えば萩原ですと 96.7キロメートルということで、プラス 8.95になります。 

よく総合庁舎のお話が出ますので、先ほどの国道ですが、総合庁舎は朝霧橋の信号のとこ

ろで 119.25 メートルで中間点よりも 10.97 メートル北側に移動するということになります。

一応データ的なことですのでお願いします。いいとか悪いとか、そういうことではありませ

ん。 

それと路線バスの状況ですが、これはげろバスの場合は、例えば市庁舎がいろんなところ

にできればそこに寄るようになるもんで変わってくると思いますが、一応濃飛バスの場合は、

ＪＲ下呂駅に昔バスセンターがありましたが、今御存じのように六見橋の南側の少ケ野がバ

スターミナルになっておりますが、下呂駅が全部少ケ野のバスターミナルを出たものが通り

ます。濃飛バスは下呂・高山線、加子母線、乗政線、東上田線、合掌村線、これが今下呂病

院に行く路線なんですが、白川郷線、白川郷線は下呂の東上田までしかとまりませんが、萩

原以北はとまりませんが、それから湯屋線、馬瀬線、馬瀬線はこれ一部だけです。全部とま

るわけでは、萩原からも出ていますので全部下呂から出るわけではありませんが、濃飛バス

ですとこれだけ８路線あります。 

それから、萩原駅を出るのは下呂・高山線、湯屋線、馬瀬線の３路線だけです。 

それからげろバスの場合は、萩原駅は川西北線と川西南線の２路線あります。ただ、総合

庁舎のほうに行くのは川西北線の１路線だけです。 

それからげろバスの場合は、上原線と中原線の２路線あります。 

それからこれ平成 26 年４月、直近の人口の割合ですが、細かいのはインターネットで発

表されてありますので、見てください。大ざっぱな話だけします。 

各地区の人口比ですが、萩原が 31.6、小坂が 9.4、下呂が 36.4、金山が 19.0、馬瀬が 3.6、

世帯分率ですが、これが何世帯あるかということですね。萩原が 28.9、小坂が 9.3、下呂が

38.3、金山が 20.2、馬瀬が 3.3、それで、こういう地区分けがいいかちょっと問題だと思い

ますけど、とりあえず萩原、小坂、馬瀬地区で人口世帯別が 41.5、下呂、金山地区で 58.5

という数字になります。 

それからあと、これは余り言ってもしようがないことかもしれませんが、観光客の宿泊数

ですが、割合だけで言います。萩原 1.6、小坂 3.3、下呂 91.0、金山 1.8、馬瀬が 2.2、一応

こういう数字になります。 

くどいようですけど、下呂市新庁舎整備報告書と一番最初にもらった資料がありますが、

あれに新庁舎の位置とかそういうのを決めるのに、いわゆる公共交通ですとか市有地の利用

ですとか位置の妥当性、あの最初にもらった人口重心地という地図がありましたが、あれは

ちょうどマロニエの山奥のほうにあるということですので、場所的には萩原かもしれません

けど、割と下呂寄りのところに、これはそれこそさっき言いましたけど、菅田や下呂の御厩

野や濁河、それから馬瀬の川上や、そういったところも全部含めてぽんと重心がどこにとれ

るかというと、その辺に重心が来るということですので、一応この議論される場の知識とい

うか、そういう感じで見ていただければありがたいと思います。 

○委員長 

  時間が差し迫っておりますので、曾田先生、ちょっと列車の時間の都合があるもんですか

ら、申しわけないですが、今までの会議の内容を聞いていただいて、ちょっと参考的な御意

見をお伺いしたいと思うんですが。 

○総合アドバイザー 

  ことしの初めの２月でしたか。最初にちょっと発言をさせていただいて、この総合庁舎の

話というのは、下呂が合併して大下呂になったということをまずは前提にしないといけない

だろうという話をしたんですね。 
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で、それぞれの振興事務所、旧の役場の存在というのは当然いろいろそこの住民の方とし

ては思い入れはあると思うんですが、やはり合併して一本化したということになれば、オー

ル下呂としての業務ということをする場所は当然一本化しなければ、これはうそだろうと。

なぜ統合したのか、合併したのという話に戻るわけで、何回もそれは出るのは住民感情とし

て当然だとは思いますけれども、やっぱり合併しましょうということで合併したからには、

もう統合というのは前提条件だろうと思うんですね。それをどこにするかという話がこの委

員会の役割であろうというふうに思っていて、これは行政改革とかいろいろな意味のそうい

うことも含めて考えなくてはいけないんでしょうねというお話を申し上げた覚えがあります。 

きょうもいろいろ事務局も御苦労なさって３つに絞り込んで、岐阜県の総合庁舎のことは

ちょっと置いておいてということだったんですが、それが次回あたり出てくると思いますけ

れども、私としてはやはり岐阜県のお伺いを立てなくてはいけないという話があって、これ

は次回出てきてもやっぱり無理だろうなあと。下呂市として今手持ちの手駒で、今まで市有

地を前提とするという話で、先ほど富永産業の跡地という話がありましたけれども、そうい

うことは一応置いて、現在市有地であってという事務局のお考えの３つの案というのがまず

は前提になってくるかなあというふうに思います。 

もう一回話を戻しますけど、ワークショップで統合しないでもいいじゃないかという話が

あったけど、これはやっぱり統合すべきだと僕は思います。そうでないと、議会も合併して

とにかく一つになったわけですし、市が市としてやらなくてはいけない業務というのは、こ

れはセーフティーネットといいますか、とりあえずあるんですね。それをきちんとこなさな

くてはいけない。住民サービスとしてのさっきの出張所としての振興事務所というのは、そ

ういうサービスとしては必ず考えますということは申し上げて、それは今回の統合庁舎のイ

メージと一緒に説明していかなければいないということで、地域振興課なんかとも、ワーク

ショップなんかにも行っていただいたと思いますが、一緒になってそれは並行して考えてい

るんだと、住民の皆さんも考えてくださいというふうに言わないといけないと思うんですね。 

きょうの話の３つの中で、私、建築の出身からいうと、やっぱり温泉病院跡地というのが、

敷地の形態というんですかね、大きく２つですけれども、平たんですし、今病院があって、

後片づけをしてくれるということがあって、全く良いから一番そこが考えやすい。さっき委

員さんが片方を庁舎にして片方を駐車場にしてと、いろんな考え方があるにしても、割に整

った形で２つ並んであるという、これが一番のことではないかなあと。 

それから、場所として委員がいろいろ言ってくださいましたけれども、やっぱり駅に近い、

これが最大なことではないかなあというふうに思うんですね。それで下呂の中心街に近い。

ただ１つ、川があって浸水のおそれがあるといいますけれども、これは山崩れとか何とかと

いう、それこそ想定外のことがなければ、よほどの地下室をつくってそこが何とかという話

でなければ、一番使いいい場所ではないかなあというふうに思うんですね。ほかのところは

やっぱり今のところを寄せ集めて、それから今あるものを取り壊してこっちに移してどうの

こうのという話があって、これはやっぱり大変なことではないかと思うんですね。 

言ってみれば、全く新しいところに新しい考え方で新しい庁舎をつくる。今、市庁舎機能

だけというふうに言っていらっしゃいますが、駅の近くであれだけの規模があるとすれば、

温泉こそついていませんけれども、やっぱり市の商工会とか観光の窓口も附属して、外から

いらっしゃる方の玄関として、それこそおもてないをするような場所として、あるいは市民

が集まって活動するような場所として、庁舎の機能とは別に何かそういうことも考えられる

んではないかなあ、あるいは考えないといけないんではないかなというふうに思ったりしま

す。 

下呂館とか、ほかにもいろいろ市有地がたくさんあって、そこはやっぱりこの地域振興の

ために推進をとか、下呂の主に観光ということでいろいろな手だてがあると思うんですが、

それは跡地の利用の委員会とかいろんなところで考えていらっしゃる。その辺の話とうまく
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重ね合わせてやればいいでしょうし、市庁舎としては、私は直感的に温泉病院跡地というの

がやっぱり一番プライオリティーが高いんではないかなというふうに思います。形が整って

いるし、２つきちんとあると、それから駅に近いと、もうそれだけではないかなというふう

に思っています。 

ただし、特例債の期限がある。それで岐阜県があれをどうするかという、委員がちょっと

質問として言われましたけど、その辺を特例債に間に合うように建設できるかどうかという

あたりが差し当たっての大問題ではないかなと。ですから、岐阜県にきちんと当たって、早

く整地をして更地にしてくれというぐらいなことをこの委員会として言えるぐらいな意見一

致をして持っていくようなぐらいに考えないと、いつまでもぐだぐだ言っていると、なかな

か県のほうも動いてくれないということになるかと思うんで、とりあえずもう今病院が移転

しているんですから、早くきれいにして、そこを市有地にするんだというふうにしたほうが

いいんじゃないかなあと私は思います。 

繰り返して言いますが、建築をしていた者として、敷地としてはあそこが最高だというふ

うに思っています。で、いろんな条件がまだくっついているんで、その点をクリアして、そ

れからこの委員会としてももう少しもんでみて、皆さんの意見をはっきりした上で、なるべ

く早く意見を一本化するというのが大事かなあというふうに考えています。こんなことでい

いでしょうか。 

○委員長 

  ありがとうございます。 

○総合アドバイザー 

  市の積み上げとしての４億何がしというのも、やっぱり市庁舎として使えば特例債も使え

ることですし、名目も非常に有効と思います。 

○委員長 

  貴重な御意見、ありがとうございます。 

きょう、会議の内容を踏まえて曾田先生のほうから意見の取りまとめというか、内容につ

いてのお話をいただいたわけですが、こういうことも後々の会議の中で検討しながら進めて

いきたいなあと考えております。ありがとうございました。 

○委員 

  今、曾田先生からいろいろ話があったんで、その前では言いにくいもので、金山のワーク

ショップをやりました。そのときにいろいろ意見が出てきて、金山へ持ってきたらどうかと

か、いろんな話があったんです。最初から金山が上がってないのは理由をはっきりさせてい

ただかないと、私たちも説明がつかないので、例えば人口重心地じゃないとか、こうだとか、

今の話であっちもあります。金山病院の跡地があって、県の中心地にも近いし、国道もそば

だし、更地になっているし、気候もいいしというような話になって、いろんな意見があった

んですよ。 

それに対して、ここで議論も残るし、最初から選ばれてないというのはどういう理由なの

かだけ、それだけです。 

○委員長 

  事務局、これは同じ市民の権利ですので、ぜひ金山の市民に対して。 

○委員 

  あれだけワークショップで熱く語られておったので、やっぱりそれに対してはこういうふ

うでだめだよという話はしなきゃならんといったら。 

○事務局 

  先ほど、ちょっと私のほうで言わせてもらったのは、まさにそういうところに対しての市

の考え方というのをしっかり示していかないかんなと。こうこうこういう理由だから、市と

しては一本化を考えておるんだというところを、今回いただいたワークショップの意見に対
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して、市の考え方としてちゃんと説明する責任はあるのかなということを思っております。 

 それが市民説明会という形でやるのか、さっき言いましたように広報的なもので、しっか

り質疑応答のような形で市民の皆さんに配らせてもらうというようなことも今考えておりま

す。 

それから、当然、出前講座というのもありますので、御要望があれば行ってやらせていた

だくということもできます。 

○委員 

  今先生から、専門家の立場からこんなにわかりやすく説明されたので、もうさらにワーク

ショップや何かはやる必要もないと思うんです。どうなんですか。 

さっきの意見だけど、同じことをどんどん積み重ねておるんやけれども、何か余り意味な

いような気がするんやけど。 

○委員 

  あと、さっき委員さんが出された資料ね、説得力のある資料、金山にあれを持っていって

いただいて、こういうことやで堪忍してくれと言わないかん。 

○委員 

  きょう、実はこれは配付させてもらってもいいかなあと思ったんです。あくまでも、間違

っておる部分もある。一応、事務局にはお渡しして、精査していただいて、またよかったら

次回の資料に。 

○事務局 

  こちらの資料はまだこれ十分じゃないもんですから、そういった情報もここに盛り込みな

がら。 

○委員 

  だから、やっぱり我々素人がこれを議論するより、専門家の方の見た見方とか、そういう

ものをどんどん提示してもらってやったほうが、こういうものは効率に進むんではないかと

思うんだけどね、どうなんですかね。 

○委員 

 先生の言われたところの流れの中で、やっぱりこれはだめでこれがいいということになる

かもしれんけど、誰が見てもわかる評価として一覧表にしてもらって、下呂温泉は 100点で

金山は３点でしたとか、やっぱり見ただけでわかる部分を出してもらいたい。それは例えば

萩原にしてもそうやし、そういう検討していってやっぱりみんなが賛成した中でこうなった

ということを委員会としても出さなんあれになるもんで、そこら辺のところで。 

○委員 

  やっぱり下呂市民の人が最終的にこれでいいんだという納得した意見をね。そこへまとめ

をしていかなきゃならんので、曾田先生が言われることをとにかく採用できれば、今の話で

もう要らないわけだし、と思います。皆さんが納得できるような形での、なるほどというと

ころへ落としていけると思いますが、いかがですか。 

○総合アドバイザー 

  なぜ金山でいけないかという話は、人口の重心が下呂のほうだという、その１点ですよね。

それをしっかりと話を聞いて記録に残して、やっぱりだめだということを言うということな

んです。 

○委員 

  萩原の立場として、今度は総合庁舎のものを１つ上げてもらったほうがいい。それが本当

にできるかできないかはあるんですけど、あれのよさはコストを下げられると思うんですね。

と思っていたんです、皆さん。それを利用しながら、例えば星雲会館を使いながら、使える

ものは使って、さっきも小さくしたらいけないという話もございましたけど、そうするとコ

ストが削減できるのでということで皆さんそういうふうに思っている方が多いと思うんです
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けど、その辺もまた曾田先生も言われたように、県との関係が難しいとか、そういうことも

きっちりと上げられてやれれば、最終的に私も３つの中やったら３番が一番いいと思ってい

ますけど、そういうことも皆さんも納得してからやりましょうという統一感も出てくると思

うので、それはそれで市でもちゃんと当たっていただいて、病院のこともそうですけど、ど

んどん早く動いていただくと結果的に早く結論が出るんじゃないかと思うので、そうしてい

ただきたいと思います。 

○委員 

実は病院の跡地、一等地なんですね、下呂の場合はメーン。あそこに４階建てか５階建て

が建つんですが、普通、温泉地、観光地というのは夜明々としておって、下呂温泉はすごい

なというイメージなんですが、あそこで庁舎を建てた場合、夜中電気をつけておくのか、５

階建てに。それとも暗闇で真っ暗で６階建ての建物をあそこへ建てておくのかどうか、この

会議の中で、一回ちょっと皆さんの意見を聞いてみてくださいと言われておったもんで。 

○委員 

  何かおしゃれな、温泉地のような、今言うとランドマークとしての外湯は、今のよし乃の

跡地とお祭り広場に建てるように意見を言ったけど、俺も委員で言わなんだけど、もう決ま

っておるんや。これはわからんよ、議会もあるから。下呂館の跡地については観光センター

ができる。バスセンターのあそこにバスがおりられるようにする、観光センターをつくると

いうこと。 

だから、あそこにも夜ライトアップするとか、雰囲気のある建物を建てたらどうなんや。

市役所も、もうちょっとおしゃれな、四角いような公民館だとか役場だという典型的な建物

でなしに、下呂温泉らしいデザインの、それこそグッドデザイン賞をもらえるぐらいの建物

を建てておけば、それはもう恥ずかしくないと思う。さすが下呂温泉となる。 

○委員 

  １つだけ。 

  これが委員会の総意で、これになりましたということは僕はあり得んと思っておりますの

で、それはよろしいですよね。それぞれの意見があって、その中でやむを得ずと言ってはい

かんかもわからんけど、こうなりましたという形じゃないと。私はあくまでもそれぞれの意

見があってしかるべきだと思っておるので、ぜひとも。 

○委員長 

  ほか、御意見は。 

○総合アドバイザー 

  もうそれならこれからのワークショップは要らないという話がありましたけれども、やっ

ぱり住民の皆さんとしては自分たちの受けるサービスが今後保障されるかどうかというのが

一番心配なところだと思うんですね。統合されるかどうかということと別に。ですから、馬

瀬と小坂の振興事務所というか、サービスはこういうふうになるんだよというそのイメージ

を少し届けていただくというか、あるいは住民の方が振興事務所のイメージというのを語っ

ていただくような場にするといいんじゃないかなと。 

庁舎委員会のワークショップですけれども、庁舎はもう統合するということは前提として

考えていただいて、だけど振興事務所というのはやっぱりその地域地域にそういう拠点があ

るというのは必須条件だと思うんですね。だから、そこをどういう形で残すか、どういう形

でつくるかということをもうちょっと語り合う場所にするといいかなと。 

○委員 

  それが非常に不透明ですわね、今のところ。市庁舎ができた後、それで終わってしまうの

か、非常に不透明ですし。 

○総合アドバイザー 

  だけど、そこが一番本当は大事な話で、統合庁舎ができるんだけど、その話と各地に残る
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地域振興事務所の空間とサービスがどうあるべきかというのは、やっぱり同時にきちんとお

話、イメージを持たないと、これはいけないと思うんですよね。 

○委員 

  だから、この検討委員会はこれで終わってしまえば、あとそういう話し合いをする場所は

ないわけですよね。 

○総合アドバイザー 

  ないんです。だから、ワークショップでぜひやっておいてほしいなあと。あとは残りの２

つありますので。 

○委員 

  附帯決議事項でその振興事務所の議論をするんだというぐらいのことを書いてもらわない

と。 

○委員 

  済みません。会議録にちゃんと同時並行でやると書いてあるんですよ。 

○委員 

  書いてあるから責任があるということなんだ、反対に言うと。 

○委員 

  今までだってあれでしょう。この市庁舎の話だって、合併協議会のときにも書いてあった

わね、そういうことはね、大事だと。だけど、いろいろ事情があって、実際この前事務局も

言われたように二、三年おくれてしまったとあるわけだから、この二、三年の間にまたどう

いう変化が起きるかは。 

○委員 

  それは市役所のほうで、今来てみえる総務課のほうで、それはいいものはできたけど、何

や人もおらん。さっき五、六人という話でしたね。あれは随分心配しているんですけど、そ

んなことでいいのかということですわね。振興事務所に残る人でしょう、どこに建ててもで

すよ。それはあれですし、どういう機能でどういうことがやれるというやつは、やっぱりこ

こで、時間があるかどうかは別として、決まった後でも何か１回か２回集まってこういうこ

とをやってもらわんと、賛成できんという言い方は悪いですよ。一本化は賛成できんという

と言い方は悪いけど、それは両輪やと思うんです。この一本化する上での、一本化するけど

こっちはこういうふうにしますよという両輪ですので、そういうことをたしか曾田先生もお

っしゃってみえると思いますし。 

○総合アドバイザー 

  まさにそこが住民の皆さんの一番心配というか、思いの大きいところだと思います。だか

ら、ぜひこれはこの庁舎委員会のあれではありませんよということでぽんと投げてしまうん

ではなくて、どこかできちっとやってもらうか何かを少し事務局に申し送りをしておいたほ

うがいいかと思います。 

○事務局 

  事務局の発言でよろしいですか。 

○委員長 

  どうぞ。 

○事務局 

  今、委員さんが言われたことも、まさに経営管理部が今進めておる地域づくりの活動の一

環でもあります。それから振興事務所のあり方については、やはり市の組織のあり方という

ことで、これも経理管理部の関係で進めてもらっております。 

今ここで提示しておる振興事務所というのは、確かに職員、これ市の業務を請け負う職員

ということで、セーフティネット的な窓口業務については職員は減らしていきます。直接本

課が行って対応を、その分を補ってやりますよということ。 
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それからもう１つは、地域づくりを進めて各地域に組織をつくって、市民の人にやってい

ただく部分については並行して進めていきますということの２本立てで地域をこれから守っ

ていこうというのが今の市の考え方でありますので、その両方を守っていくために地域支援

員という市の職員の専門員をこれから配置していきますよということで、もう既にことしか

ら１人ないし２人の職員が配置されておるということです。 

庁舎は一本化して、職員もスリム化して、市がやらなければならない大事なことは本課が

もう動いていますので、地域にはそれぞれの窓口、セーフティネットの窓口はちゃんと配置

しますよ、あと地域の中で組織をつくって、地域の人たちにやっていただくものはそこで組

織をつくって、その中で動いてもらいますようというのが今の市の、簡単に言えばそういう

流れになります。 

それについては、次回、さっきも提案がありましたので、ぜひ経営管理部の人にも来てい

ただいて、委員さんが指摘された計画の話についてもちょっとここで情報提供させていただ

いて、そういったものも踏まえた上でしっかりもんでもらいたいなというふうに思いますし、

それから先ほども御意見が出ていましたけれども、いろんなことを皆さんちゃんとインプッ

トして判断しなければならないということは重々わかってみえると思いますので、きょう提

示させていただいた資料につきましても不足部分があればもうちょっと練り込んで、数字的

な比較もちゃんとして、最終的にどうだというところで方向性を決めていただければという

ふうに思っております。 

○委員長 

  よろしいですか。 

  ほかに御意見はございませんか。 

〔挙手する者なし〕 

  大変長時間、いろんな形で論議していただきありがとうございました。 

きょう、いろんな御意見が出されたわけですが、これも事務局のほうでまた一回会議録と

してまとめていただいて、この後の会議の中で生かしていっていただきたいというふうに思

いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

それでは、次の会議日程について、事務局のほうでお願いします。 

○事務局 

 次回の会議、第７回ということになりますが、皆さんの意見を書かせていただいて、６月

25 日の水曜日、場所は下呂ふれあいセンター、ここですね。同じくというところでござい

ます。 

  それで、引き続き協議をしていくというところでございますが、きょうが 21 日でござい

まして、１カ月あきますので、きょう配付しました資料をまた見ていただきまして、もし疑

問、わからない点があれば電話をいただきたいなと思います。いただいた内容を速やかに戻

せるように、準備をしていきたいと思いますので、あともしこういう点で不足じゃないかと

いう御指摘もあればどんどんいただきたいなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  時間は、同じく午後１時 30 分からということで、また御案内はさせていただきますが、

スケジュールのほうよろしくお願いいたします。 

○委員長 

  事務局、よろしいですか、後は。 

○事務局 

  委員さんの先ほどのデータ、もしいただければ。 

○副委員長 

  それでは、本当に長時間ありがとうございました。 

私は自治会の関係をしていますけれども、先ほどの各振興事務所の関係ですけど、地域支

援員とか、それから今振興事務所には特命担当、地域づくりのね。ありますけれども、ぜひ
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そういう方たちは、今の一番大事なことです。新庁舎の一本化に対しても関連してね。それ

も内部だけでやられておるんですね。 

ですから、それだけやっぱり地域づくりを真剣に考えてみえるなら、ぜひ地区で、それぞ

れ地元の人らで本当に真剣に話し合っていただいて、どういうことを考えてみえるかと、地

元の人は。そういうことを一からやってほしいと思います。一度また僕もそういう機会があ

りましたら経営管理部にも話しますけれども、ぜひよろしくお願いします。 

どうも長時間御苦労さまでした。また次回のこの会議が少しでも階段を上がれるように、

皆さんよろしくお願いいたします。御苦労さまでした。 

 

  以上（閉会 午後４時 10分） 

 


